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雪
漁
（
一
八
七
一
―
一
九
五
三
）
が
『
漢
文
台
湾
日
日
新
報
』
に
て
「
陣

中
奇
縁
」
を
発
表
、
そ
の
後
も
そ
れ
に
続
く
作
品
が
徐
々
に
増
え
、
一
九

二
〇
年
代
の
白
話
小
説
登
場
以
前
に
は
す
で
に
目
を
見
張
る
数
と
な
り
、

白
話
小
説
勃
興
後
も
発
展
し
続
け
た
。
内
容
に
お
い
て
は
通
俗
性
や
娯
楽

性
に
欠
け
ず
、
任
俠
も
の
や
探
偵
も
の
、
怪
奇
も
の
、「
言
情
」
も
の

〔
色
恋
を
中
心
テ
ー
マ
と
し
た
小
説
〕、
歴
史
も
の
、
冒
険
も
の
な
ど
各
種

の
小
説
が
揃
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
作
品
の
性
質
に
お
い
て
も
通
俗
的

な
小
説
と
見
な
し
う
る
文
言
小
説
が
存
在
し
た
。
こ
う
し
て
、
文
言
小
説

と
通
俗
小
説
と
で
重
複
関
係
や
接
合
関
係
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

れ
は
、『
台
湾
日
日
新
報
』
や
『
漢
文
台
湾
日
日
新
報
』
に
て
お
馴
染
み

で
あ
っ
た
謝
雪
漁
や
李
逸
濤
（
一
八
七
六
―
一
九
二
一
）、
魏
清
徳
（
一

八
八
六
―
一
九
六
四
）
な
ど
の
作
品
か
ら
も
そ
の
一
斑
を
垣
間
見
る
こ
と

一
　
は
じ
め
に

　

日
本
統
治
時
代
の
台
湾
小
説
史
研
究
で
は
一
般
に
、
頼
和
（
一
八
九
四

―
一
九
四
三
）
や
張
文
環
（
一
九
〇
九
―
一
九
七
八
）、
龍
瑛
宗
（
一
九

一
一
―
一
九
九
九
）、
呂
赫
若
（
一
九
一
四
―
一
九
五
一
）
な
ど
の
純
文

学
系
統
の
白
話
作
家
と
そ
の
作
品
に
議
論
が
集
中
し
が
ち
で
あ
る
。
し
か

し
、
全
貌
を
理
解
す
る
に
は
、
そ
の
他
に
文
言
小
説
や
通
俗
小
説
が
存
在

し
た
事
実
や
、
そ
れ
ら
と
純
文
学
白
話
小
説
と
の
相
互
交
渉
や
相
互
関
連

の
関
係
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
か
か
る
「
文
学
系
統
の
複
数
性
」
の
観
点
よ
り
全
貌
を
考

察
し
な
お
す
と
、
何
を
発
見
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
？

台
湾
小
説
史
上
、

地
元
文
人
に
よ
る
最
初
期
の
文
言
小
説
に
お
い
て
は
、
一
九
〇
五
年
に
謝

特
集
　
一
九
三
〇
年
代
台
湾
に
お
け
る
大
衆
文
化

一
九
三
〇
年
代
台
湾
漢
文
通
俗
小
説
の
「
場
」
に
お
け
る
徐
坤
泉
の
創
作
の
意
義

黄
美
娥
／
訳
・
羽
根
次
郎
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だ
と
す
れ
ば
そ
の
創
作
表
現
は
、
こ
う
し
た
書
記
言
語
の
問
題
に
由
来
す

る
「
場
」
の
変
化
と
結
局
い
か
な
る
関
連
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
？

徐
坤
泉
の
創
作
と
、
文
言
／
通
俗
小
説
と
の
間
に
、
あ
る
い
は
純
文
学
白

話
小
説
と
の
間
に
、
い
か
な
る
交
渉
と
相
互
作
用
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ

う
？
「
不
文
、
不
語
、
不
白
」
の
独
特
な
文
体
と
い
う
問
題
以
外
に
、

最
も
重
要
な
漢
文
白
話
通
俗
作
家
と
し
て
徐
坤
泉
の
創
作
は
、
当
時
の
文

言
／
通
俗
小
説
や
白
話
新
文
学
小
説
の
系
統
に
い
か
な
る
刺
激
と
影
響
と

を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
？

　

こ
の
た
め
、
上
述
の
よ
う
に
徐
坤
泉
の
人
物
と
仕
事
に
ピ
ン
ト
を
合
わ

せ
る
こ
と
は
、
三
〇
年
代
の
台
湾
漢
文
通
俗
小
説
の
「
場
」
や
小
説
の
発

展
史
を
よ
り
深
く
認
識
し
、
徐
坤
泉
の
関
連
作
品
の
意
義
を
理
解
す
る
に

有
益
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
徐
坤
泉
に
特
化
し
た
研
究
に
つ
い
て
は
、
台

湾
の
学
界
で
は
こ
こ
十
年
余
り
の
間
に
少
な
か
ら
ぬ
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て

き
て
お
り
、
例
え
ば
、
そ
の
生
涯
及
び
そ
の
文
学
的
役
割
の
探
求（

1
）や
、

日
本
統
治
時
代
の
通
俗
文
学
開
拓
者
と
し
て
捉
え
る
議
論（

2
）、
作
品
の
主

題
や
叙
述
の
あ
り
方
の
分
析（

3
）、
作
品
中
の
通
俗
文
化
性
と
時
代
精
神
へ

の
肯
定（

4
）、
作
品
目
録
の
整
理
、
日
本
語
版
と
漢
語
版
と
の
比
較
対
照
、

小
説
が
人
気
を
集
め
た
主
要
原
因
と
群
衆
心
理
の
推
測（

5
）な
ど
、
枚
挙
に

暇
な
い
。
こ
う
し
た
成
果
も
興
味
深
い
の
だ
が
、
大
抵
の
場
合
は
作
家
論

や
作
品
論
に
偏
重
し
た
研
究
ス
タ
イ
ル
を
採
っ
て
お
り
、
本
論
文
が
徐
坤

泉
と
三
〇
年
代
台
湾
漢
文
通
俗
小
説
の
「
場
」
と
の
兼
ね
合
い
の
中
で
論

が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
展
開
は
、
三
〇
年
代
に
漢
文
白
話
通
俗
小
説
が
出

現
し
た
際
、
や
っ
か
い
な
問
題
を
派
生
し
て
し
ま
っ
た
。
と
い
う
の
も
、

当
時
の
小
説
の
「
場
」
に
お
い
て
、
純
文
学
／
俗
文
学
と
い
う
二
系
統
の

白
話
／
文
言
小
説
が
同
時
に
生
産
／
消
費
さ
れ
る
現
象
が
現
れ
た
か
ら
で

あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
三
〇
年
代
の
小
説
は
複
数
の
系
統
に
分
か
れ
て

い
た
が
、
漢
文
白
話
通
俗
小
説
の
出
現
は
そ
れ
へ
の
重
大
な
変
動
か
つ
挑

戦
で
あ
り
、
文
学
的
秩
序
の
調
整
た
め
の
重
要
な
時
期
を
画
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
結
局
、
三
〇
年
代
の
漢
文
白
話
通
俗
小
説
と
二
〇
年
代
以
来
の

純
文
学
白
話
小
説
や
、
そ
の
前
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
同
時
期
の
文
言
／

通
俗
小
説
と
の
間
に
は
い
か
な
る
相
互
関
係
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
？

小
説
の
「
場
」
の
変
化
の
問
題
を
考
え
る
際
、
徐
坤
泉
（
一
九
〇
七
―
一

九
五
四
）
及
び
そ
の
創
作
が
有
し
た
重
要
か
つ
特
殊
な
役
割
と
意
義
に
筆

者
は
注
目
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
長
編
小
説
『
可
愛
的
仇
人
』
が
三

〇
年
代
に
大
衆
の
人
気
を
博
し
、
し
か
も
、
白
話
漢
文
通
俗
小
説
が
ま
だ

誕
生
直
後
だ
っ
た
こ
と
で
、
漢
文
白
話
通
俗
小
説
家
の
巨
匠
た
る
地
位
を

徐
坤
泉
が
素
早
く
占
め
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
彼
が
成
功
を
収
め
た
戦
略

の
一
つ
は
、「
不
文
、
不
語
、
不
白
〔
文
言
文
で
も
台
湾
話
文
で
も
白
話

文
で
も
な
い
〕」
の
言
語
と
文
体
で
の
執
筆
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、

徐
坤
泉
の
特
殊
な
言
葉
遣
い
は
、
三
〇
年
代
言
語
問
題
が
招
い
た
小
説
の

「
場
」
の
変
化
に
対
す
る
彼
の
観
察
の
自
覚
性
と
関
係
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
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の
基
礎
を
身
に
つ
け
た
。
一
九
二
七
年
に
は
台
北
へ
と
北
上
、
そ
の
後
は

廈
門
鼓
浪
嶼
の
英
華
書
院
や
香
港
九
龍
の
抜
粋
書
院
、
上
海
の
聖
ヨ
ハ
ネ

〔
約
翰
〕
大
学
に
て
学
を
修
め
た
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
も
一
時
期
客
居
し

た
。
そ
の
後
ま
ず
、『
台
湾
新
民
報
』
の
海
外
通
信
記
者
に
招
聘
さ
れ
、

一
九
三
五
年
に
台
湾
に
転
任
、
印
刷
局
の
仕
事
の
ほ
か
、
学
芸
部
編
集
者

も
担
当
、
各
職
務
に
柔
軟
に
適
応
し
つ
つ
、
原
稿
不
足
に
悩
む
学
芸
欄
を

支
え
よ
う
と
「
可
愛
的
仇
人
」
を
『
台
湾
新
民
報
』
に
発
表
し
た
。
こ
れ

は
、
一
九
三
一
年
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
滞
在
中
に
構
想
を
温
め
、
一
九
三
四
年

冬
に
脱
稿
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
徐
坤
泉
は
こ
れ
に
先
立
ち
、
一
九
三
四

年
九
月
の
『
台
湾
新
民
報
』
夕
刊
に
て
「
暗
礁
」
を
発
表
し
て
い
た
が
、

台
湾
の
読
者
の
注
目
を
浴
び
た
の
は
、
こ
の
「
可
愛
的
仇
人
」
が
最
初
で

あ
り
、
一
九
三
六
年
二
月
に
単
行
本
が
刊
行
さ
れ
た
上
に
、
三
ヶ
月
以
内

に
第
三
版
ま
で
出
版
を
重
ね
た
。
一
九
三
八
年
に
は
張
文
環
に
よ
る
日
本

語
訳
が
刊
行
、
漢
文
版
も
日
本
統
治
時
代
に
少
な
く
と
も
五
度
発
行
さ

れ（
6
）、
漢
文
・
日
本
語
合
計
の
出
版
冊
数
は
万
単
位
に
及
ん
だ（

7
）。
か
く

も
肯
定
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
な
か
、「
可
愛
的
仇
人
」
の
後
に
立
て
続

け
に
書
い
た
の
が
、
一
九
三
七
年
六
月
出
版
の
「
霊
肉
之
道
」
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
同
年
四
月
に
す
で
に
発
表
済
み
の
「
暗
礁
」
を
上
梓
、『
暗
礁
』

と
『
可
愛
的
仇
人
』
は
、
上
下
巻
の
姉
妹
作
的
関
係
を
な
し
た（

8
）。

　

し
か
し
、
一
九
三
七
年
四
月
の
『
暗
礁
』
出
版
と
時
同
じ
く
し
て
、
四

月
一
日
に
台
湾
島
内
の
新
聞
の
漢
文
欄
が
廃
止
さ
れ
た
。
漢
文
学
芸
欄
の

じ
て
い
る
の
と
は
研
究
方
向
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
当
時
の
台
湾
で
最
も
注
目
さ
れ
た
漢
文
白
話
通
俗
小
説
の
作

家
で
あ
っ
た
徐
坤
泉
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
漢
文
通
俗
小
説
の
「
場
」
に

お
い
て
、
い
か
な
る
役
割
を
演
じ
た
の
だ
ろ
う
？

そ
の
創
作
活
動
は
、

文
言
／
白
話
の
言
語
的
転
換
に
よ
っ
て
小
説
史
内
部
の
文
学
秩
序
を
変
容

さ
せ
た
こ
と
以
外
に
、
一
九
三
〇
年
代
の
台
湾
通
俗
小
説
史
に
対
し
い
か

な
る
価
値
を
有
し
、
い
か
な
る
貢
献
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
？

そ
し
て
、

徐
坤
泉
の
通
俗
小
説
創
作
へ
の
さ
ら
な
る
関
心
と
評
価
は
い
か
に
寄
せ
ら

れ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
？

以
下
、
分
析
を
加
え
て
い
き
た
い
。

二
　
雅
文
／
俗
文
が
葛
藤
し
た 

　
　
　
徐
坤
泉
作
品
の
特
質
と
意
義
の
再
考
察

　

本
文
で
は
、
徐
坤
泉
の
漢
文
白
話
通
俗
小
説
を
通
し
て
、
一
九
三
〇
年

代
台
湾
漢
文
通
俗
小
説
の
「
場
」
に
お
け
る
そ
の
役
割
と
意
義
を
考
察
し
、

そ
れ
と
関
連
し
た
現
象
が
変
化
の
中
に
あ
っ
た
台
湾
小
説
史
に
与
え
た
影

響
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
台
湾
文
学
史
や
小
説
史
の
現
場
に

戻
り
、
徐
坤
泉
の
人
物
そ
の
も
の
に
迫
る
こ
と
が
自
ず
と
必
要
に
な
る
。

　

徐
坤
泉
は
澎
湖
出
身
、
一
九
一
八
年
に
高
雄
に
移
り
、
一
九
二
〇
〜
二

三
年
の
間
、
陳
錫
如
（
一
八
六
六
―
一
九
二
八
）
が
開
い
た
書
房
「
留
鴻

軒
」
に
学
び
、「
旗
津
吟
社
」
の
詩
社
活
動
に
参
加
、
こ
こ
で
古
典
漢
文



言語社会　第 7号　　10

徐
坤
泉
は
、『
可
愛
的
仇
人
』
や
『
霊
肉
之
道
』
な
ど
の
長
編
連
載
小

説
を
立
て
続
け
に
発
表
、
一
夜
に
し
て
名
を
成
し
、
人
力
車
の
車
夫
や

旅
館
の
メ
イ
ド
も
こ
う
し
た
作
品
を
好
ん
で
読
ん
だ
。
ま
た
、
日
本
時

代
に
は
日
刊
新
聞
『
台
湾
新
民
報
』
学
芸
欄
（
副
刊
）
の
編
集
者
と
な

り
、
台
湾
新
文
学
運
動
と
密
に
接
し
、
関
連
方
面
で
の
友
人
も
か
な
り

の
数
に
上
っ
た
。
た
だ
、
運
動
自
体
へ
の
参
与
は
一
貫
し
て
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
台
湾
文
学
界
の
一
大
怪
事
と
も
い
え
る
。（13
）

王
詩
琅
の
徐
坤
泉
評
に
は
大
体
二
つ
の
方
向
性
が
あ
る
。
ま
ず
、
徐
坤
泉

と
新
文
学
運
動
の
展
開
に
は
大
き
な
関
係
が
見
ら
れ
ぬ
こ
と
、
次
に
徐
坤

泉
の
小
説
に
は
親
近
感
を
覚
え
さ
せ
る
庶
民
的
（dem

ocratization

）

な
特
質
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
可
愛
的
仇
人
』
と
『
霊
肉
之
道
』
の
出
版
・
校
正
を
手
伝
っ

た
黄
得
時
は
、
八
〇
年
代
に
徐
坤
泉
の
小
説
を
こ
う
論
評
し
た
。

こ
の
二
篇
の
小
説
は
純
文
学
と
は
言
え
ぬ
大
衆
小
説
で
あ
る
が
、
台
湾

の
伝
統
的
な
家
庭
生
活
と
大
衆
心
理
を
熟
知
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
流

麗
な
筆
鋒
も
相
俟
っ
て
、
読
者
の
好
評
を
博
し
た
。（14
）

黄
得
時
は
徐
坤
泉
の
小
説
を
人
気
の
あ
る
「
大
衆
小
説
」
と
考
え
、
純
文

編
集
に
従
事
し
て
い
た
徐
坤
泉
は
強
い
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
よ
う
に
な
り
、

『
暗
礁
』
と
『
霊
肉
之
道
』
の
整
理
・
校
正
の
作
業
を
全
て
黄
得
時
（
一

九
〇
九
―
一
九
九
九
）
と
呉
漫
沙
（
一
九
一
二
―
二
〇
〇
五
）
に
委
託
し

た
上
で
、
自
ら
は
上
海
に
向
か
い
、
一
九
三
七
年
の
「
中
日
事
変
〔
日
中

戦
争
〕」
勃
発
後
に
台
湾
に
戻
っ
た
。
当
時
、
謝
雪
漁
（
一
八
七
一
―
一

九
五
三
）
主
編
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
雑
誌
『
風
月
報
』
で
は
営
業
網
拡
大
の

た
め
、
営
業
部
主
任
簡
荷
生
（
？
―
？
）
自
ら
が
、
陳
水
田
（
一
八
九
五

―
？
）、
詹
天
馬
（
？
―
？
）、
徐
坤
泉
ら
五
人
に
共
同
出
資
に
よ
る
業
務

参
与
を
要
請
、
編
集
方
面
で
は
ペ
ー
ジ
数
増
加
の
ニ
ー
ズ
の
下
、
編
集
部

主
任
謝
雪
漁
が
と
く
に
徐
坤
泉
に
は
顧
問
と
し
て
招
聘
し（

9
）、
簡
荷
生
ら

も
徐
坤
泉
に
『
風
月
報
』
へ
の
小
説
執
筆
を
強
く
要
請
し
た（

10
）。
そ
こ
で

『
風
月
報
』
は
ま
ず
第
四
八
号
に
て
予
告
宣
伝
を
行
い
、
謝
雪
漁
は
徐
坤

泉
を
人
気
の
「
新
派
文
芸
家
」
と
持
ち
上
げ
た（

11
）。『
台
湾
新
民
報
』
を

離
れ
た
徐
坤
泉
は
『
風
月
報
』
第
五
〇
号
か
ら
編
集
業
務
に
正
式
に
参
与

し
、
そ
れ
は
第
七
七
号
ま
で
続
い
た
。
こ
の
時
期
の
徐
坤
泉
は
主
な
小
説

と
し
て
、「
新
孟
母
」
を
、
そ
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
散
文
文
体
で
歴

史
小
説
的
な
「
阮
玲
玉
哀
史
」
を
発
表
し
て
い
た
。
そ
の
後
の
創
作
も
限

界
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
戦
時
中
も
変
わ
ら
ぬ
高
い
人
気
を
保
ち
続
け
た
徐

坤
泉
は
、「
異
色
」
の
台
湾
文
学
者
と
評
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る（

12
）。

　

こ
の
異
色
の
作
家
に
つ
き
、
王
詩
琅
（
一
九
〇
八
―
一
九
八
四
）
は
こ

う
評
し
た
。
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張
文
環
の
評
価
は
明
ら
か
に
高
く
、
作
品
の
味
わ
い
深
さ
を
生
き
生
き
と

伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
三
五
年
の
中
国
語
版
『
可
愛
的
仇
人
』
に
序

や
題
字
を
書
い
た
書
き
手
の
見
方
も
様
々
で
あ
っ
た
。
ま
ず
以
下
が
題
字

の
内
容
で
あ
る
。

林
獻
堂
（
一
八
八
一
―
一
九
五
六
）： 「
東
寗
照
妖
鏡
〔
東
寗
の
照
妖

鏡
〕」

薩
鎮
冰
（
一
八
五
九
―
一
九
五
二
）：「
酒
後
茶
餘
〔
酒
後
の
茶
餘
〕」

羅
秀
惠
（
一
八
六
五
―
一
九
四
二
）： 「
可
憐
的
環
境
、
愛
情
的
神
聖
、

社
會
人
胡
不
醒
〔
可
憐
な
環
境

に
愛
情
の
神
聖
さ
、
社
会
は
こ

れ
に
覚
醒
せ
ず
に
い
ら
れ
よ
う

か
〕」

ま
た
、
曹
秋
圃
（
一
八
九
五
―
一
九
九
三
）
は
序
に
こ
う
記
し
た
。

文
章
に
は
命
が
宿
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
る
。

世
間
に
関
心
を
持
ち
時
代
を
書
き
写
し
た
作
品
が
生
き
生
き
と
し
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
命
は
伸
長
し
て
い
く
こ
と
が
分
か
る
。
…
…
徐
坤

泉
君
の
傑
作
『
可
愛
的
仇
人
』
は
台
湾
を
背
景
と
し
、
そ
の
描
写
に
は

生
き
生
き
と
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
読
者
諸
氏
に
は
ま
ず
、
そ
の
命
の

学
と
は
本
質
的
に
異
な
る
と
し
た
。
林
衡
道
（
一
九
一
五
―
一
九
九
七
）

も
「
徐
坤
泉
其
人
其
事
」
に
て
同
様
に
、
読
者
と
い
う
集
団
の
問
題
に
注

目
し
つ
つ
も
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
社
会
学
派
の
独
特
な
観
点
を
引
い
て
、
読

者
の
消
費
量
を
文
学
史
上
の
評
価
と
す
る
意
義
を
指
摘
し
、
徐
坤
泉
及
び

そ
の
作
品
の
重
要
性
と
影
響
力
を
認
め
た（

15
）。

　

以
上
、
徐
坤
泉
の
文
学
表
現
と
そ
の
定
位
に
関
す
る
見
方
の
多
様
性
を

明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
の
多
様
性
の
原
因
と
し
て
は
、
純
文
学
と
俗
文

学
の
両
端
を
兼
備
し
た
徐
坤
泉
の
創
作
に
は
曖
昧
か
つ
豊
富
な
位
置
づ
け

が
で
き
る
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
最
も
注
目
を
集
め
た
『
可

愛
的
仇
人
』
を
使
っ
て
具
体
的
な
各
現
象
に
つ
き
議
論
し
た
い
。
こ
の
作

品
の
日
本
語
訳
を
当
時
進
ん
で
引
き
受
け
た
張
文
環
（
一
九
〇
九
―
一
九

七
八
）
は
、「
中
文
版
が
一
挙
に
三
刷
り
ま
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
台

湾
の
文
学
書
出
版
に
非
常
に
得
難
い
成
果
を
残
し
た（

16
）」
と
し
て
以
下
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

物
語
の
中
心
人
物
で
あ
る
秋
琴
と
志
中
の
恋
愛
は
精
神
的
な
も
の
に
終

始
し
、
最
後
ま
で
結
ば
れ
な
か
っ
た
深
い
感
情
と
そ
の
素
朴
さ
は
、
ま

さ
し
く
本
書
の
面
白
み
の
中
心
で
あ
る
。
ま
た
、
台
湾
の
封
建
性
の
一

面
を
巧
み
に
描
い
た
こ
と
も
、
訳
者
が
我
も
忘
れ
て
翻
訳
し
続
け
た
原

因
で
あ
る
。（17
）
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こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
俗
字
俗
文
が
文
中
に
多
々
見
ら
れ
よ
う

が
、
読
者
諸
君
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
理
解
を
頂
き
た
い
。（21
）

こ
こ
で
理
解
し
う
る
の
は
、
当
時
の
台
湾
文
壇
で
盛
ん
だ
っ
た
「
文
芸
大

衆
化
」
や
「
郷
土
文
学
」
の
運
動
に
強
い
関
心
を
持
っ
た
徐
坤
泉
は
小
説

執
筆
時
に
、
そ
れ
に
応
じ
た
創
作
実
践
を
求
め
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、

「
不
文
、
不
語
、
不
白
」
の
特
殊
な
文
体
と
多
く
の
俗
字
俗
文
を
用
い
た

の
も
、
郷
土
文
学
の
「
大
衆
化
」
に
沿
っ
た
作
品
を
書
く
た
め
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
、『
可
愛
的
仇
人
』
の
出
版
背
景
及
び
題
辞
や
序
の
内
容
よ
り
分

か
る
の
は
、
同
時
代
の
人
は
薩
鎮
冰
を
除
き
、『
可
愛
的
仇
人
』
の
「
通

俗
性
」
に
敏
感
で
は
な
く
、
中
国
や
台
湾
で
の
「
新
小
説
」
や
「
長
編
小

説
」
の
進
展
過
程
よ
り
評
価
が
下
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
で
あ
る
。
徐
坤
泉

自
身
も
本
文
執
筆
の
際
、
台
湾
文
学
史
の
重
要
な
文
芸
思
潮
と
相
呼
応
さ

せ
つ
つ
、「
郷
土
文
学
」
や
「
文
芸
大
衆
化
」
の
面
で
実
践
的
な
成
功
を

収
め
よ
う
と
考
え
て
い
た
。『
可
愛
的
仇
人
』
を
通
俗
的
な
「
大
衆
小
説
」

と
の
み
捉
え
れ
ば
、
こ
の
小
説
と
新
文
学
小
説
と
の
密
接
な
関
係
を
間
違

い
な
く
見
落
と
す
こ
と
に
な
る
。「
大
衆
化
小
説
」
の
内
に
収
ま
っ
た
作

品
と
し
て
大
衆
の
間
に
席
巻
し
た
こ
と
で
こ
の
小
説
は
、
純
文
学
に
非
ず

と
黄
得
時
が
評
価
す
る
「
大
衆
小
説
」
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
三
年
の
構
想

の
後
に
台
湾
島
内
外
の
読
者
か
ら
の
愛
顧
を
受
け
た
徐
坤
泉
に
と
り
思
い

所
在
を
ご
覧
頂
き
た
い
。（18
）

こ
れ
ら
の
評
価
の
う
ち
、「
酒
後
の
茶
餘
」
が
小
説
の
娯
楽
性
に
明
ら
か

に
触
れ
て
い
る
以
外
は
皆
、
そ
の
社
会
教
化
的
機
能
を
称
え
て
い
た（

19
）。

　

さ
ら
に
中
国
に
は
、『
可
愛
的
仇
人
』
が
単
な
る
出
色
の
長
編
小
説
で

は
な
く
、「
現
代
新
小
説
の
精
華
が
表
れ
、
台
湾
の
中
等
教
育
以
上
の
学

校
で
文
芸
面
で
の
参
考
文
章
と
す
べ
き（

20
）」
と
考
え
た
丁
誦
清
（
？

―
？
）
が
い
た
。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
『
新
閩
日
報
』
の
葉
渚
沂
（
？

―
？
）
が
小
説
創
作
論
よ
り
そ
の
成
功
を
論
じ
た
り
、「
雞
籠
生
」（
陳
炳

煌

：

一
九
〇
三
―
二
〇
〇
〇
）
が
、
何
度
読
ん
で
も
飽
き
な
い
満
足
感
を

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
立
場
か
ら
表
明
し
て
い
た
。
作
者
で
あ
る
徐
坤
泉

本
人
は
自
序
で
、
自
己
の
創
作
経
験
を
ト
ル
ス
ト
イ
や
ハ
イ
ネ
、
シ
ェ
リ

ー
、
左
思
、
茅
盾
と
結
び
つ
け
た
う
え
で
、
本
作
執
筆
の
心
境
を
こ
う
紹

介
し
た
。

台
湾
な
る
環
境
で
「
大
衆
化
」
と
見
な
せ
る
小
説
を
書
き
上
げ
る
の
は

本
当
に
極
め
て
難
し
い
。
年
配
の
方
々
は
古
文
を
、
中
年
は
台
湾
語
文

体
を
、
青
年
の
同
志
は
白
話
を
好
む
。
い
わ
ゆ
る
「
郷
土
文
学
」
が
、

と
き
に
は
台
湾
と
い
う
郷
土
の
音
で
そ
の
ま
ま
描
写
を
行
う
こ
と
に
も

な
る
以
上
、
こ
の
『
可
愛
的
仇
人
』
は
「
不
文
、
不
語
、
不
白
」
の
字

句
で
形
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
目
的
は
広
範
な
読
者
諸
氏
に
ご
覧
頂
く
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こ
の
問
題
へ
の
整
理
は
ど
う
始
め
る
べ
き
か
？
「
可
愛
的
仇
人
」
が

当
初
、
日
刊
紙
『
台
湾
新
民
報
』
に
連
載
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、
イ
ラ
ス

ト
を
当
時
担
当
し
て
い
た
「
雞
籠
生
」
は
こ
う
語
る
。

『
可
愛
的
仇
人
』
は
…
…
『
台
湾
新
民
報
』
で
半
年
の
長
き
に
わ
た
り

連
載
、
毎
回
発
表
の
た
び
に
皆
が
先
を
争
っ
て
読
ん
だ
。
…
…
そ
の
描

写
は
過
不
足
な
く
、
筆
致
も
流
麗
明
快
で
、
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
る
必
要

が
無
か
っ
た
。（23
）

「
可
愛
的
仇
人
」
は
新
聞
掲
載
の
時
点
で
読
者
を
魅
了
し
て
い
た
。
雞
籠

生
の
言
葉
に
は
謙
遜
の
意
も
あ
ろ
う
が
、
小
説
の
成
功
の
鍵
が
作
品
の
内

容
自
体
に
そ
の
実
あ
る
こ
と
は
雞
籠
生
も
指
摘
し
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
、

「
外
部
」
で
の
宣
伝
戦
略
や
商
品
イ
メ
ー
ジ
の
類
の
要
素
以
上
に
大
衆
の

人
気
を
得
た
根
源
と
も
な
っ
た
。

　

小
説
の
「
内
部
」
よ
り
、
徐
坤
泉
の
大
衆
化
／
大
衆
小
説
の
変
容
を
い

か
に
探
求
す
べ
き
か
に
つ
き
、
筆
者
は
こ
う
認
識
し
て
い
る
。
ま
ず
、
徐

坤
泉
の
「
大
衆
化
小
説
」
と
「
大
衆
小
説
」
が
「
可
愛
的
仇
人
」
で
同
時

に
達
成
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
先
立
ち
発
表
さ
れ
そ
の
前
篇
と
み
な

さ
れ
た
「
暗
礁
」
と
の
間
に
、
い
か
な
る
創
作
表
現
上
の
差
異
が
存
在
す

る
の
で
あ
ろ
う
？

そ
の
差
異
こ
そ
、「
暗
礁
」
が
す
ぐ
に
は
「
大
衆
小

説
」
と
し
て
人
気
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
原
因
な
の
で
は
な
い
か
？

次
に
、

も
よ
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
徐
坤
泉
の
小
説
に
お
け
る
純
／
俗
両
文
学
の
も
つ
れ
を
い

か
に
顧
み
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
？

そ
し
て
、
作
品
に
内
包
さ
れ
る
両

者
の
交
錯
の
意
味
を
ど
う
緻
密
に
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
？

筆
者

の
考
え
で
は
、
純
／
俗
双
方
の
文
学
系
統
や
台
湾
文
学
の
「
場
」
の
問
題

か
ら
考
察
と
相
互
比
較
を
行
え
ば
、
徐
坤
泉
の
人
物
と
作
品
の
意
義
や
価

値
が
よ
り
ト
ー
タ
ル
に
把
握
し
え
よ
う
。
関
連
す
る
問
題
の
複
雑
さ
と
論

述
の
困
難
さ
を
踏
ま
え
、
本
論
文
で
は
ま
ず
、
一
九
三
〇
年
代
台
湾
漢
文

通
俗
小
説
の
「
場
」
と
の
関
係
性
に
お
い
て
論
じ
る
こ
と
に
重
点
を
置
く

こ
と
と
す
る
。

三
　「
大
衆
化
小
説
」
か
ら
「
大
衆
小
説
」
ま
で

　

黄
得
時
が
、
徐
坤
泉
の
小
説
を
通
俗
的
「
大
衆
小
説
」
で
あ
り
純
文
学

に
非
ず
と
し
た
の
は
上
述
の
通
り
だ
が（

22
）、
一
九
三
〇
年
代
台
湾
文
学
思

潮
で
大
変
重
視
さ
れ
た
「
大
衆
化
」
な
る
重
要
テ
ー
マ
へ
の
呼
応
を
追
究

し
、
郷
土
の
言
葉
で
表
現
し
、『
台
湾
新
民
報
』
に
小
説
を
掲
載
し
た
作

家
徐
坤
泉
が
新
文
学
運
動
と
無
関
係
で
あ
っ
た
と
王
詩
琅
で
す
ら
考
え
る

の
は
な
ぜ
か
？

し
か
も
、
実
践
面
で
「
大
衆
化
」
を
追
究
し
た
『
可
愛

的
仇
人
』
に
、
一
九
三
〇
年
代
の
台
湾
新
文
学
へ
の
貢
献
が
見
出
せ
ぬ
の

は
な
ぜ
か
？
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各
種
文
語
の
使
用
者
と
支
持
者
に
ひ
と
し
く
訴
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、
各
年
齢
層
の
読
書
に
熱
心
に
訴
え
る
こ
と
で
事
実
上
、
広

範
な
読
者
の
人
気
を
博
す
こ
と
が
で
き
た
。
徐
坤
泉
が
試
み
た
「
大
衆

化
」
の
叙
述
と
は
事
実
上
、「
大
衆
小
説
」
を
形
作
る
重
要
な
根
底
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
言
語
の
混
住
現
象
は
結
局
い
か
な
る
様
子
だ
っ
た
の
か
？

も
し
も
徐
坤
泉
が
重
視
す
る
「
不
文
、
不
語
、
不
白
」
の
文
体
と
、
郷
土

言
語
の
使
用
現
象
の
点
よ
り
「
暗
礁
」
執
筆
の
実
践
を
観
察
す
る
と
、
関

連
現
象
が
実
は
と
う
に
現
れ
て
い
る
こ
と
を
不
思
議
に
思
う
か
も
し
れ
な

い
。「
暗
礁
」
は
基
本
的
に
は
白
話
文
で
書
か
れ
た
が
、
文
言
文
あ
る
い

は
文
言
文
と
白
話
文
の
混
合
文
、
さ
ら
に
は
台
湾
の
郷
土
言
語
ま
で
が
出

現
し
た
り
も
し
た（

25
）。
換
言
す
れ
ば
、「
暗
礁
」
自
体
は
文
体
と
叙
述
の

問
題
に
お
い
て
、「
不
文
、
不
語
、
不
白
」
の
文
体
や
郷
土
言
語
を
使
っ

た
り
、
新
／
旧
様
々
な
叙
述
方
法
を
同
時
に
使
っ
た
の
に
、
な
ぜ
「
可
愛

的
仇
人
」
と
同
様
の
評
価
を
読
者
よ
り
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
？

全
体
的
に
言
え
ば
「
暗
礁
」
は
、
行
文
の
流
暢
さ
と
容
易
さ
の
点
で
『
可

愛
的
仇
人
』
に
は
全
く
及
ば
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
、『
可
愛
的
仇
人
』
の

言
葉
遣
い
は
「
暗
礁
」
よ
り
さ
ら
に
白
話
的
で
あ
っ
た
。
郷
土
言
語
や
俗

字
俗
語
の
実
際
の
使
用
量
も
、『
可
愛
的
仇
人
』
は
「
暗
礁
」
よ
り
は
る

か
に
多
か
っ
た
。「
暗
礁
」
は
議
論
が
多
い
行
文
は
語
気
が
硬
く
、
し
か

も
議
論
が
多
い
と
い
っ
て
も
、
対
話
文
や
内
心
の
独
白
は
従
来
よ
り
大
き

大
衆
の
共
感
を
呼
ん
だ
『
可
愛
的
仇
人
』
は
そ
の
後
の
『
霊
肉
之
道
』
と
、

小
説
の
書
き
方
や
趣
旨
に
お
い
て
、
い
か
な
る
共
通
性
や
連
続
性
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
？

こ
れ
こ
そ
「
大
衆
小
説
」
な
る
賛
辞
を
手
放
さ
ぬ
た

め
の
叙
述
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？

か
か
る
二
方
面

を
比
較
対
照
す
る
こ
と
は
、「
大
衆
化
／
大
衆
」
小
説
の
叙
述
戦
略
の
変

化
や
双
方
の
臨
界
点
と
境
界
を
発
見
す
る
の
に
有
利
な
は
ず
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
徐
坤
泉
は
「
可
愛
的
仇
人
」
執
筆
時
、「
大
衆
化
」
小
説
を
書

く
こ
と
を
そ
の
動
機
と
し
て
い
た
。
読
者
大
衆
に
は
老
い
も
若
き
も
い
る

こ
と
に
注
目
し
た
徐
坤
泉
は（

24
）、「
不
文
、
不
語
、
不
白
」
の
文
体
と
郷

土
の
俗
字
俗
語
で
の
執
筆
を
思
い
つ
い
た
。
し
か
し
、
言
語
／
文
の
問
題

が
な
ぜ
大
衆
を
集
め
る
有
効
な
戦
略
と
な
り
え
た
の
か
？

徐
坤
泉
は
当

時
、
読
者
市
場
の
分
布
に
応
じ
た
戦
略
を
採
っ
た
が
、
こ
れ
は
一
九
三
〇

年
代
台
湾
の
言
語
分
布
の
複
雑
性
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
。
文
語
範
疇

と
し
て
の
「
漢
文
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
日
本
統
治
期
よ
り
今
ま
で
、
台

湾
の
読
者
が
受
け
入
れ
た
文
語
言
語
に
は
、
文
言
文
・
北
京
白
話
文
・
台

湾
話
文
が
含
ま
れ
、
郷
土
文
学
と
台
湾
話
文
運
動
が
ま
さ
に
沸
騰
中
の
一

九
三
〇
年
代
に
台
湾
新
民
報
社
に
勤
め
て
い
た
徐
坤
泉
が
当
時
の
情
況
を

知
ら
ぬ
は
ず
は
当
然
な
く
、
だ
か
ら
こ
そ
最
終
的
に
は
、
日
本
統
治
期
を

通
じ
て
蓄
積
さ
れ
た
多
種
の
文
語
言
語
を
統
合
し
た
も
の
を
自
ら
の
創
作

文
体
と
し
た
の
で
あ
る
。「
不
文
、
不
語
、
不
白
」
は
「
文
言
か
つ
台
湾

話
文
か
つ
白
話
」
の
結
合
文
体
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
も
な
く
ば
、
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雄
の
西
子
湾
や
寿
山
、
基
隆
、
そ
し
て
中
国
福
州
や
呉
淞
江
、
上
海
、
ま

た
日
本
の
東
京
や
南
洋
な
ど
を
含
ん
で
い
た
。
以
上
の
多
元
的
で
内
容
豊

富
な
小
説
「
暗
礁
」
の
方
向
性
を
『
可
愛
的
仇
人
』
と
比
べ
れ
ば
、
類
似

点
は
多
い
の
に
、
な
ぜ
『
可
愛
的
仇
人
』
の
よ
う
に
、
発
表
後
た
ち
ま
ち

一
世
を
風
靡
、
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
？

　

こ
の
問
題
の
鍵
を
説
明
す
る
に
は
、
張
文
環
の
以
下
の
言
葉
を
参
照
す

べ
き
だ
ろ
う
。

物
語
の
中
心
人
物
で
あ
る
秋
琴
と
志
中
の
恋
愛
は
精
神
的
な
も
の
に
終

始
し
、
最
後
ま
で
結
ば
れ
な
か
っ
た
深
い
感
情
と
そ
の
素
朴
さ
は
、
ま

さ
し
く
本
書
の
面
白
み
の
中
心
で
あ
る
。

こ
の
見
方
に
よ
れ
ば
、『
可
愛
的
仇
人
』
は
新
境
地
を
開
い
た
ラ
ブ
ス
ト

ー
リ
ー
が
大
衆
の
心
の
琴
線
に
触
れ
、
大
流
行
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、『
可
愛
的
仇
人
』
の
前
篇
か
つ
姉
妹
作
た
る
「
暗
礁
」

は
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
？

事
実
上
、

「
暗
礁
」
は
確
か
に
、
志
中
と
秋
琴
の
曖
昧
な
愛
情
を
扱
い
、
さ
ら
に
は

「
恋
愛
」
の
意
義
を
少
な
か
ら
ず
議
論
し
て
お
り
、
こ
れ
が
小
説
全
篇
を

貫
く
主
旨
で
あ
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、『
可
愛
的
仇
人
』
に
比
べ
紙

幅
の
少
な
い
「
暗
礁
」
が
扱
っ
た
テ
ー
マ
は
過
剰
に
多
く
、
九
分
さ
れ
た

章
節
（
山
上
に
て
呻
吟
す
；
楼
上
に
て
沈
思
す
；
駅
頭
に
て
握
別
し
、
志

く
増
え
た
。
こ
れ
は
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
で
見
出
し
う
る
概
略
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、「
暗
礁
」
の
後
に
『
可
愛
的
仇
人
』
執
筆
に
従
事
し
た
徐
坤

泉
が
文
章
や
文
体
に
行
っ
た
修
正
や
調
整
に
つ
き
、
説
明
が
可
能
と
な
る

の
で
あ
る
。

　

以
上
、「
暗
礁
」
と
『
可
愛
的
仇
人
』
と
の
叙
述
文
体
の
実
践
上
の
異

同
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
可
愛
的
仇
人
』
が
「
大
衆

化
小
説
」
か
ら
「
大
衆
小
説
」
へ
変
容
し
た
こ
と
が
は
っ
き
り
と
理
解
し

う
る
の
だ
ろ
う
か
？

そ
の
答
え
は
当
然
否
定
的
な
も
の
と
な
る
。
文
語

言
語
の
問
題
に
限
る
と
、「
暗
礁
」
と
『
可
愛
的
仇
人
』
に
は
類
似
性
が

あ
る
か
ら
に
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
、『
可
愛
的
仇
人
』
が
最
終
的
に

「
大
衆
小
説
」
と
な
っ
た
唯
一
の
原
因
だ
と
は
説
明
し
き
れ
な
い
の
で
あ

る
。

　

さ
て
、『
可
愛
的
仇
人
』
の
姉
妹
作
た
る
前
篇
「
暗
礁
」
は
結
局
な
ぜ

『
可
愛
的
仇
人
』
に
、
さ
ら
に
は
後
の
『
霊
肉
之
道
』
に
及
ば
な
か
っ
た

の
か
？

ま
ず
、「
暗
礁
」
の
内
容
か
ら
言
う
と
、
そ
の
物
語
や
あ
ら
す

じ
は
、
例
え
ば
飲
ん
だ
く
れ
の
悪
習
や
女
性
の
乱
れ
た
風
紀
、
娼
婦
や
下

女
の
苦
し
い
生
活
環
境
、
自
由
恋
愛
の
挫
折
な
ど
、
台
湾
現
地
の
社
会
環

境
や
封
建
思
想
の
問
題
を
写
実
的
に
描
い
た
の
み
な
ら
ず
、
故
郷
を
遠
く

離
れ
た
東
京
や
上
海
で
の
冒
険
的
な
留
学
経
験
、
さ
ら
に
台
湾
政
治
や
日

中
戦
争
〔
日
華
戦
争
〕、
上
海
事
変
、
ア
ジ
ア
民
族
大
同
盟
へ
の
コ
メ
ン

ト
も
書
か
れ
て
い
た
。
次
に
、
小
説
の
空
間
設
定
か
ら
言
う
と
、
台
湾
高
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は
、「
愛
情
」
の
定
義
や
論
述
、
金
銭
と
結
婚
、
恋
愛
問
題
の
議
論
、
肉

体
と
貞
操
と
の
弁
証
法
な
ど
、
徐
坤
泉
が
「
恋
愛
」
に
か
な
り
の
叙
述
と

分
析
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
見
出
せ
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
小
説
全
体

で
言
及
の
あ
る
配
偶
者
に
死
な
れ
た
男
女
の
感
情
や
心
の
安
定
の
問
題
も

読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
徐
坤
泉
は
、
愛
の
美
し
さ
だ
け
で
な
く
、
そ
の

神
聖
さ
を
も
打
ち
出
し
、
そ
の
後
は
登
場
人
物
の
愛
情
の
あ
り
方
を
め
ぐ

る
世
代
差
の
問
題
を
通
し
て
、
男
女
双
方
が
貞
操
を
貫
く
べ
き
道
徳
性
を

指
摘
し
つ
つ
（
こ
れ
は
本
来
、
伝
統
的
文
人
が
重
ん
じ
る
こ
と
で
あ
っ

た
）、「
魂
」
と
「
肉
体
」
の
弁
証
法
的
張
力
（
こ
れ
は
中
青
年
層
の
世
代

の
自
由
恋
愛
に
対
す
る
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
体
験
で
あ
っ

た
）
を
も
描
き
出
し
た
。
そ
の
結
果
、『
可
愛
的
仇
人
』
は
金
銭
と
愛
情

の
も
つ
れ
た
関
係
の
衝
突
以
外
に
、『
暗
礁
』
と
比
べ
「
性
」
の
イ
メ
ー

ジ
描
写
が
大
幅
に
増
え
た
。
こ
の
流
れ
は
『
霊
肉
之
道
』
に
お
い
て
開
花

し
、
さ
ら
な
る
叙
述
が
加
え
ら
れ
て
い
く
。

　

徐
坤
泉
は
『
霊
肉
之
道
・
自
序
』
で
、
執
筆
の
目
的
が
以
下
の
点
を
暴

く
こ
と
に
あ
る
と
単
刀
直
入
に
述
べ
て
い
る
。

『
金
銭
』
と
『
肉
欲
』
の
社
会
は
常
に
互
い
を
追
い
回
し
て
お
り
、
こ

の
二
種
の
力
の
た
め
に
多
く
の
社
会
的
罪
悪
が
発
生
し
て
し
ま
う
。

…
…
小
説
『
霊
肉
之
道
』
は
筆
者
が
近
年
感
じ
て
き
た
社
会
的
な
風
潮

を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
粗
野
な
筆
法
で
台
湾
現
代
社
会
の
苦
悶

中
上
京
苦
学
す
；
月
下
の
老
人
；
新
婚
の
情
、
依
依
と
し
て
捨
て
ず
；
淑

華
回
家
し
、
見
景
生
情
；
半
淞
園
に
て
遊
玩
す
；
上
海
の
野
雞
；
上
海
事

変
）
の
中
で
様
々
な
空
間
や
風
景
が
描
か
れ
、
台
湾
問
題
や
日
中
関
係
の

問
題
に
も
言
及
が
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
東
京
や
上
海
で
志
中
が
過
ご
し

た
修
学
経
験
の
描
写
の
割
合
は
高
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、「
暗
礁
」
の
重

要
な
焦
点
が
「
恋
愛
」
で
あ
っ
て
も
、「
言
情
」
の
描
写
は
多
く
な
く
、

複
雑
か
つ
錯
綜
し
た
物
語
の
中
で
「
言
情
」
と
い
う
主
題
や
ム
ー
ド
が
後

景
に
退
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
し
ま
う
。
小
説
の
テ
ー
マ
を
述
べ
た

第
九
七
頁
に
も
こ
う
あ
る
。

哀
れ
志
中
、
果
た
し
て
『
読
書
』
無
き
運
命
は
、
至
る
所
『
暗
礁
』
の

待
ち
伏
せ
を
乗
り
越
え
ら
れ
ず
、
彼
の
行
く
手
を
阻
ん
で
い
る
。
あ
あ
、

人
生
と
は
ま
さ
に
何
と
も
知
れ
ぬ
『
運
命
』
が
後
に
続
く
も
の
な
の
だ
。

こ
こ
で
分
か
る
の
は
、
小
説
全
体
の
重
点
が
「
運
命
」
を
目
立
た
せ
る
こ

と
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
暗
礁
」
な
る
語
が
意
味
し
て
い
る
の
は
実
は

人
生
に
お
け
る
各
種
の
困
難
な
挑
戦
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、「
暗
礁
」
の
描
写
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
可
愛
的
仇
人
』
以
降

の
小
説
で
は
趣
旨
が
調
整
さ
れ
、
文
字
数
の
増
加
も
あ
っ
た
こ
と
で
、
愛

情
描
写
の
比
重
が
大
き
く
な
り
、「
言
情
」
小
説
の
範
疇
に
自
然
と
よ
り

相
応
し
い
も
の
と
な
っ
た
と
気
づ
け
る
。
そ
し
て
、『
可
愛
的
仇
人
』
で
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「
人
情
」
と
「
世
情
」
の
投
影
と
反
映
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
人
生
と
愛
情

と
は
徐
坤
泉
の
小
説
の
表
裏
を
為
す
両
面
な
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
誰
も
が
接
触
し
、
感
じ
と
り
、
実
践
し
う
る
テ
ー

マ
で
あ
る
個
人
の
情
愛
と
人
生
の
運
命
は
、
何
よ
り
も
具
体
的
で
切
実
な

も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
文
学
叙
述
は
実
は
現
実
生
活
と
融
け
合
っ
て
い

る
た
め
、
大
衆
の
社
会
的
生
活
に
参
与
し
、
そ
の
心
に
対
応
し
た
創
作
と

な
り
う
る
。「
大
衆
化
」
し
た
文
学
で
あ
る
と
同
時
に
「
大
衆
を
化
す
る
」

文
学
、
徐
坤
泉
の
作
品
は
大
衆
に
身
を
投
じ
、
大
衆
と
と
も
に
歩
ん
だ
が

た
め
に
、
多
数
の
売
り
上
げ
を
誇
る
「
大
衆
小
説
」
と
な
り
え
た
。
当
然
、

売
上
以
外
に
も
、
言
語
論
や
文
体
論
か
ら
内
容
や
テ
ー
マ
の
表
現
ま
で

「
暗
礁
」
の
概
況
と
比
較
す
る
こ
と
で
明
確
に
で
き
る
の
は
ま
さ
し
く
、

『
可
愛
的
仇
人
』
あ
る
い
は
『
霊
肉
之
道
』
に
て
人
生
の
問
題
が
語
ら
れ

る
と
き
、
小
説
全
体
の
あ
ら
す
じ
や
叙
述
が
情
愛
と
男
女
心
理
の
探
求
を

主
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
大
衆
化
小
説
が
最
終
的
に
「
大
衆

小
説
」
と
な
る
も
う
一
つ
の
原
因
と
な
っ
た
。

四
　
徐
坤
泉
と
三
〇
年
代
台
湾
漢
文
通
俗
小
説
の 

　
　
　「
場
」
の
交
錯
と
接
合

　

愛
情
叙
述
か
ら
人
生
の
問
題
に
対
応
せ
ん
と
し
た
徐
坤
泉
の
試
み
か
ら
、

「
大
衆
化
小
説
」
の
「
大
衆
小
説
」
へ
の
変
容
を
大
ま
か
に
理
解
し
た
後
、

を
描
写
し
た
。
…
…
人
生
は
夢
だ
…
…
人
生
の
旅
路
は
尽
き
る
こ
と
な

く
長
い
の
だ
！（

26
）

徐
坤
泉
が
強
調
し
た
か
っ
た
の
は
、
金
銭
と
肉
欲
の
社
会
に
身
を
置
く
台

湾
人
が
霊
魂
と
肉
体
の
道
に
彷
徨
す
る
苦
悶
で
あ
る
。
小
説
は
表
向
き
は

情
、
愛
、
性
の
描
写
に
意
を
払
う
が
、
実
際
に
は
よ
り
深
い
意
味
が
含
ま

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
愛
情
や
肉
欲
か
ら
「
人
生
」
を
見
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
こ
そ
『
霊
肉
之
道
』
の
真
の
主
旨
な
の
で
あ
っ
た
。『
暗
礁
』
か
ら

『
霊
肉
之
道
』
ま
で
の
小
説
三
篇
に
て
徐
坤
泉
は
、「
言
情
」
小
説
の
形
で

「
人
生
」
の
真
諦
を
述
べ
よ
う
と
し
た
。
も
っ
と
も
『
暗
礁
』
で
の
「
言

情
」
の
出
来
栄
え
が
い
ま
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
作
品
は
発
表
当

初
、
大
衆
の
注
目
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
も
し
も
『
霊
肉
之
道
・

自
序
』
で
の
以
下
の
登
場
人
物
紹
介
を
振
り
返
れ
ば
、
徐
坤
泉
が
な
ぜ
愛

情
の
錯
綜
と
も
つ
れ
を
強
調
し
な
か
っ
た
の
か
が
よ
り
明
白
に
な
る
。

国
魂
は
資
本
家
の
子
弟
で
あ
り
、
ヨ
ハ
ネ
は
宗
教
家
の
子
弟
、
ア
ラ
ン

は
薄
命
の
哀
れ
な
小
娘
、
三
人
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
運
命
を
背
負
っ
て
い

た
。
と
り
わ
け
時
代
に
反
逆
し
た
女
で
あ
る
梅
子
は
抜
け
出
し
え
ぬ
人

生
の
苦
痛
の
中
に
あ
っ
た
。（27
）

小
説
が
描
い
た
の
は
「
愛
情
」
の
類
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
実
際
に
は
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上
に
て
、「
可
愛
的
仇
人
」
や
「
霊
肉
之
道
」
へ
の
変
わ
ら
ぬ
支
持
と
、

新
作
「
新
孟
母
」
へ
の
応
援
を
読
者
に
呼
び
か
け
た（

28
）。
簡
荷
生
ら
は

『
台
湾
新
民
報
』
と
『
風
月
報
』
が
完
全
に
異
な
る
「
場
」
で
あ
る
と
は

全
く
意
識
し
て
お
ら
ず
、
徐
坤
泉
の
作
品
が
『
風
月
報
』
に
載
る
こ
と
を

唐
突
と
す
ら
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
徐
坤
泉
に
と
り
、
従
来
の
『
台
湾
新

民
報
』
に
お
け
る
徐
坤
泉
の
作
品
の
読
者
と
『
風
月
報
』
に
お
け
る
そ
う

し
た
読
者
は
一
体
化
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
新
孟
母
」
へ
の
変
わ
ら
ぬ

関
心
を
読
者
に
求
め
え
た
の
で
あ
る
。

『
台
湾
新
民
報
』
と
『
風
月
報
』
は
な
ぜ
徐
坤
泉
の
小
説
の
掲
載
を
引
き

受
け
た
の
だ
ろ
う
？

徐
坤
泉
は
、
両
紙
の
特
徴
の
相
違
の
せ
い
で
従
来

の
愛
読
者
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
作
者
と
し
て
の
個
人
的
魅
力
に
よ

っ
て
変
わ
ら
ぬ
愛
顧
を
受
け
ら
れ
る
は
ず
と
認
識
し
て
い
た
。
で
は
『
台

湾
新
民
報
』
と
『
風
月
報
』
が
共
有
し
う
る
空
間
は
ど
こ
に
構
築
し
え
た

の
か
？

元
来
資
金
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
『
台
湾
新
民
報
』
は
一
九
三
二

年
四
月
一
五
日
の
日
刊
化
以
後
、
当
局
側
の
日
系
新
聞
と
の
競
争
の
た
め
、

経
営
圧
力
が
徐
々
に
生
ま
れ
、
発
行
継
続
の
経
費
を
調
達
す
る
に
は
広
告

増
加
し
か
な
く
、
紙
面
は
一
層
商
業
化
を
進
め
て
い
っ
た（

29
）。
新
聞
の
性

質
の
質
的
変
化
の
み
な
ら
ず
、「
学
芸
欄
」
の
文
学
作
品
に
し
て
も
そ
う

で
、
こ
れ
に
つ
き
林
克
夫
は
こ
う
注
意
し
た
。

惜
し
む
ら
く
は
、
内
容
が
全
て
家
庭
制
度
や
恋
愛
問
題
に
向
か
っ
て
し

再
び
分
析
す
べ
き
は
徐
坤
泉
が
「
言
情
」
の
形
で
「
人
生
」
描
写
を
行
う

こ
と
を
考
え
つ
い
た
理
由
で
あ
る
。「
言
情
」
小
説
の
技
巧
に
何
か
突
出

し
た
点
が
あ
っ
た
の
か
？

な
ぜ
不
落
の
人
気
を
見
事
に
集
め
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
？

さ
ら
に
、『
暗
礁
』、『
可
愛
的
仇
人
』、『
霊
肉
之
道
』、

「
新
孟
母
」、「
阮
玲
玉
哀
史
」
な
ど
の
作
品
は
そ
の
発
表
の
「
場
」
と
し

て
、『
台
湾
新
民
報
』、『
風
月
報
』、『
南
方
』
な
ど
の
「
大
新
聞
」
と

「
小
新
聞
」
を
同
時
に
占
め
た
が
、
こ
の
現
象
に
は
い
か
な
る
意
義
が
あ

っ
た
の
か
？

そ
し
て
、
徐
坤
泉
自
身
は
な
ぜ
『
台
湾
新
民
報
』
の
編
集

者
の
後
に
、『
風
月
報
』
で
の
仕
事
の
依
頼
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の

か
？

『
台
湾
新
民
報
』
か
ら
『
風
月
報
』
へ
の
転
進
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
内
部
に

も
た
ら
し
た
関
係
に
つ
い
て
以
下
述
べ
た
い
。
徐
坤
泉
は
大
新
聞
と
小
新

聞
の
双
方
に
、
作
品
の
掲
載
や
転
職
通
知
の
掲
載
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、

一
九
三
〇
年
代
台
湾
文
学
の
純
／
俗
両
系
統
の
文
学
の
間
に
、
対
立
や
断

裂
含
み
の
も
の
が
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
と
、
小
説
な
る
「
場
」
で

の
系
統
の
複
数
性
に
は
、
流
動
性
と
横
断
性
と
い
う
可
能
性
が
相
互
に
存

在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
徐
坤
泉
と
そ
の
作
品
は
自
由
な
横

断
性
を
な
ぜ
得
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
？

そ
し
て
複
数
の
系
統
が
合
流
す

る
た
め
の
能
動
性
が
促
さ
れ
た
の
か
？

徐
坤
泉
が
『
風
月
報
』
に
転
じ

た
背
景
と
理
由
を
振
り
返
る
に
、『
風
月
報
』
経
営
者
の
招
聘
に
応
じ
た

た
め
と
徐
自
身
が
述
べ
て
い
る
。
執
筆
を
了
承
し
た
徐
坤
泉
は
さ
ら
に
紙
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紙
の
間
に
存
在
す
る
衝
突
や
不
一
致
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
第
二
に
、

も
し
も
徐
坤
泉
が
、『
台
湾
新
民
報
』
と
『
風
月
報
』
と
い
う
大
／
小
二

種
の
新
聞
の
「
場
」
を
横
断
し
え
た
理
由
が
通
俗
性
の
た
め
で
は
全
く
な

く
、
よ
り
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
た
い
『
風
月
報
』
が
採
っ
た
新
旧
文
学

兼
備
と
い
う
経
営
戦
略
の
た
め
で
あ
れ
ば
、
一
九
三
〇
年
代
の
台
湾
文
学

の
場
で
、
白
話
／
文
言
や
新
／
旧
言
語
の
相
違
は
純
／
俗
文
学
の
相
違
よ

り
は
る
か
に
重
視
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
よ
り
さ
ら
に
こ
う
問
う
べ
き
だ
ろ
う
。
第
一
に
、『
台
湾
新
民
報
』

と
『
風
月
報
』
に
通
俗
性
の
「
場
」
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
以
上
、
徐
坤

泉
に
は
『
風
月
報
』
の
新
派
作
家
と
し
て
、『
台
湾
新
民
報
』
時
代
と
何

か
し
ら
の
相
違
は
あ
っ
た
の
か
？

第
二
に
、『
風
月
報
』
経
営
者
や
編

集
主
任
謝
雪
漁
が
徐
坤
泉
と
そ
の
作
品
の
う
ち
な
ぜ
、「
旧
文
学
」
と
は

区
別
さ
れ
る
「
新
派
」
作
家
と
い
う
記
号
に
注
目
し
た
の
か
？

つ
ま
り
、

関
心
を
持
た
れ
た
の
は
白
話
文
と
い
う
文
体
で
あ
り
、
そ
れ
に
由
来
す
る

「
通
俗
性
」
や
創
作
傾
向
を
無
関
係
な
も
の
と
し
て
排
斥
し
た
り
せ
ず
、

高
い
評
価
を
与
え
る
こ
と
す
ら
で
き
た
。
こ
れ
は
、「
暗
礁
」
や
「
可
愛

的
仇
人
」、「
霊
肉
之
道
」
な
ど
に
、
一
九
三
〇
年
代
以
前
の
漢
文
通
俗
小

説
の
場
と
の
間
に
意
思
疎
通
や
通
底
が
可
能
な
箇
所
が
あ
り
、
そ
れ
が
以

後
の
共
存
共
栄
を
導
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　

第
一
の
問
題
に
つ
き
、『
風
月
報
』
の
「
新
孟
母
」
の
宣
伝
文
句
よ
り

そ
の
大
体
が
理
解
で
き
る
。
紙
面
で
指
摘
さ
れ
た
の
は
、「
新
孟
母
」
は

ま
い
、
無
産
大
衆
に
関
す
る
作
品
を
生
み
出
せ
ず
、
…
…
現
代
の
当
局

の
政
策
は
、
…
…
無
産
階
級
大
衆
文
化
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
少
し
で
も

関
わ
れ
ば
、
そ
れ
を
危
険
思
想
と
見
な
し
て
い
る
。（30
）

換
言
す
れ
ば
、
徐
坤
泉
が
一
九
三
四
年
九
月
に
「
暗
礁
」
を
投
稿
し
た
時

期
の
『
台
湾
新
民
報
』
は
す
で
に
、「
学
芸
欄
」
も
含
め
全
体
が
通
俗
化

に
向
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
台
湾
新
民
報
』
の
通
俗
化
現
象
は
、
徐
坤
泉
の
作
品
が
後
に
、
娯
楽
的

か
つ
通
俗
的
な
『
風
月
報
』
に
滞
り
な
く
転
身
し
た
原
因
を
説
明
す
る
の

に
役
立
つ
。
し
か
し
、『
風
月
報
』
に
あ
る
徐
坤
泉
の
紹
介
文
を
眺
め
る

や
、『
風
月
報
』
の
編
集
者
や
経
営
者
に
と
り
徐
坤
泉
の
作
品
は
「
新
文

学
」
小
説
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
り
、
徐
坤
泉
の
参
入
と

謝
雪
漁
の
「
旧
文
学
」
が
揃
っ
て
こ
そ
「
新
旧
両
翼
が
並
び
立
つ（

31
）」
こ

と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
上
述
の
『
風
月
報
』
第
48
号
で
は

謝
雪
漁
が
ま
ず
『
風
月
報
』
に
加
わ
っ
た
徐
坤
泉
を
「
新
派
文
芸
家
」
と

す
る
記
事
が
予
め
掲
載
さ
れ
た（

32
）。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
に
潜
ん
だ
パ
ラ
ド

ッ
ク
ス
と
は
、『
風
月
報
』
と
い
う
「
場
」
で
は
、
徐
坤
泉
の
『
風
月
報
』

参
加
の
理
由
が
「
新
派
」
に
あ
っ
て
「
通
俗
」
性
に
は
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
以
下
の
こ
と
が
間
接
的
に
説
明
さ
れ
る

だ
ろ
う
。
第
一
に
、『
台
湾
新
民
報
』
と
『
風
月
報
』
に
は
、
新
派
小
説

の
創
作
上
近
似
性
が
存
在
し
て
い
た
た
め
、
簡
荷
生
や
謝
雪
漁
な
ど
は
両
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個
人
の
通
俗
小
説
の
創
作
生
命
の
延
長
を
意
味
す
る
の
み
な
ら
ず
、『
台

湾
新
民
報
』
の
漢
文
小
説
の
別
の
「
場
」
で
の
展
開
と
い
う
文
学
史
的
意

義
を
あ
る
意
味
有
し
た
こ
と
に
も
な
る（

34
）。
こ
の
た
め
、
三
〇
年
代
台
湾

漢
文
小
説
の
「
場
」
と
い
う
よ
り
マ
ク
ロ
な
視
座
か
ら
徐
坤
泉
の
特
殊
な

創
作
形
態
を
考
察
す
れ
ば
、
こ
の
作
家
の
重
要
性
が
一
層
理
解
し
う
る
の

で
あ
る
。

　

徐
坤
泉
に
お
け
る
純
文
学
か
ら
俗
文
学
へ
の
横
断
の
問
題
が
ま
ず
第
一

に
、
一
九
三
〇
年
代
台
湾
の
純
／
俗
文
学
間
の
相
互
作
用
の
空
間
へ
の
再

評
価
に
関
わ
っ
て
く
る
な
ら
ば
、
純
／
俗
の
議
論
が
さ
ら
に
新
／
旧
両
文

学
の
問
題
に
も
関
連
し
て
く
る
以
上
、
第
二
の
問
題
は
明
ら
か
に
一
層
複

雑
と
な
る
。
こ
の
問
題
を
説
明
す
る
前
に
、
ま
ず
以
下
の
事
実
に
触
れ
て

お
く
。
ま
ず
上
述
の
よ
う
に
、
雑
誌
『
風
月
』
の
刷
新
拡
大
に
参
与
す
る

よ
う
徐
坤
泉
が
招
聘
を
受
け
た
こ
と
は
謝
雪
漁
の
承
諾
な
し
に
は
で
き
な

い
こ
と
だ
っ
た
。
次
に
、
徐
坤
泉
は
第
五
〇
期
よ
り
『
風
月
報
』
の
編
集

に
協
力
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
「
巻
頭
語
」
で
『
風
月
報
』
の
前
身

『
風
月
』
に
よ
く
あ
っ
た
女
給
や
女
形
の
紹
介
記
事
の
掲
載
中
止
を
表
明

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
短
期
間
に
実
現
可
能
な
も
の
で
は
な
く（

35
）、
こ

の
声
明
は
基
本
的
に
、
新
派
と
旧
派
の
文
学
的
思
惟
と
創
作
の
方
向
に
実

は
齟
齬
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
し
ま
っ
た
。
改
革
を
追
求
す
る
徐

坤
泉
は
、『
風
月
報
』
第
五
九
期
「
巻
頭
語
」
に
て
、
新
『
風
月
報
』
は

も
は
や
女
給
や
女
形
の
グ
ラ
ビ
ア
で
は
な
い
と
明
確
に
宣
言
し
、
第
六
〇

「
純
粋
な
家
庭
社
会
が
喜
怒
哀
楽
し
う
る
新
小
説
で
あ
り
、
新
女
性
が
旧

家
庭
社
会
の
仕
打
ち
を
受
け
る
惨
史
を
描
い
て
」
お
り
、
さ
ら
に
「
台
湾

社
会
の
男
女
青
年
が
本
当
に
読
ま
ざ
る
を
得
な
い
小
説
で
あ
り
、
旧
家
庭

や
旧
社
会
に
大
爆
弾
を
投
じ
、
新
女
性
に
重
大
な
警
告
を
な
し
、
…
…
旧

社
会
の
照
魔
鏡
と
い
え
る（

33
）」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、『
風
月

報
』
が
想
定
す
る
読
者
は
明
ら
か
に
青
年
男
女
で
あ
り
、
こ
の
小
説
は
家

庭
と
恋
愛
の
問
題
を
描
写
し
た
小
説
で
あ
っ
た
。「
新
孟
母
」
の
宣
伝
文

句
が
読
者
の
目
に
馴
染
み
や
す
か
っ
た
の
は
、『
台
湾
新
民
報
』
の
小
説

に
つ
き
林
克
夫
が
指
摘
し
た
創
作
上
の
特
徴
（
家
庭
制
度
や
恋
愛
問
題
に

傾
倒
し
、
無
産
大
衆
に
関
す
る
作
品
を
生
産
で
き
な
い
）
な
り
、
林
献
堂

が
『
可
愛
的
仇
人
』
が
題
辞
に
書
い
た
「
東
寧
照
妖
鏡
」
な
り
、
全
て
対

応
し
た
箇
所
を
見
つ
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
新
孟
母
」

と
『
可
愛
的
仇
人
』
と
は
テ
ー
マ
あ
る
い
は
創
作
目
的
に
お
い
て
、
連
続

性
と
共
通
点
と
が
実
際
に
存
在
し
た
わ
け
な
の
で
あ
る
。

　

上
述
の
内
容
よ
り
さ
ら
に
強
調
し
た
い
の
は
、
徐
坤
泉
と
そ
の
作
品
を

経
由
し
て
、
台
湾
新
文
学
と
一
九
三
〇
年
代
台
湾
漢
文
通
俗
小
説
の

「
場
」
が
接
続
さ
れ
、
両
者
の
相
互
交
錯
と
相
互
結
合
の
現
象
が
発
生
し

た
ば
か
り
か
、
上
述
の
二
紙
に
お
い
て
通
俗
的
な
白
話
漢
文
小
説
に
連
続

的
発
展
の
可
能
性
が
出
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
一
九
三
七
年

六
月
一
日
の
『
台
湾
新
民
報
』
漢
文
欄
全
廃
の
後
、
日
本
語
小
説
の
天
下

と
な
り
、
徐
坤
泉
は
『
風
月
報
』
に
転
進
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
徐
坤
泉
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こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
徐
坤
泉
の
小
説
と
旧
派
文
学
に
は
い

か
な
る
関
係
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
？

　

ま
ず
上
述
の
よ
う
に
、『
暗
礁
』
と
『
可
愛
的
仇
人
』、『
霊
肉
之
道
』

が
「
大
衆
化
小
説
」
か
ら
「
大
衆
小
説
」
に
転
身
可
能
な
主
要
原
因
を
筆

者
が
察
す
る
に
、
老
年
／
中
年
／
青
年
の
三
世
代
の
読
者
を
考
慮
し
た

「
不
文
、
不
語
、
不
白
」
な
る
特
殊
な
書
記
言
語
戦
略
を
追
求
し
た
ほ
か

に
、「
言
情
」
か
ら
の
「
人
生
」
の
議
論
と
い
う
、
新
た
な
叙
述
法
の
開

拓
の
た
め
の
創
作
戦
略
を
採
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
い
き
い
き
と

し
た
感
覚
を
求
め
た
徐
坤
泉
は
創
作
時
に
、「
言
情
」
を
基
調
と
し
た
創

作
活
動
を
求
め
、「
性
」
の
肉
感
が
強
く
際
立
ち
、
離
郷
の
「
冒
険
」
と

い
う
観
点
か
ら
人
生
の
起
伏
を
照
ら
し
映
し
出
そ
う
と
し
た
作
品
は
注
目

を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
た
だ
、「
言
情
」
や
「
性
欲
」、「
人
生
冒

険
」
の
主
旨
を
重
視
す
る
や
、
直
ち
に
多
く
の
読
者
（
筆
者
が
強
調
す
る

旧
派
人
士
を
含
む
）
を
獲
得
で
き
た
の
は
な
ぜ
か
？

無
視
し
得
ぬ
の
は
、

徐
坤
泉
の
作
品
に
お
け
る
、
当
時
の
台
湾
社
会
の
ム
ー
ド
や
時
代
的
な
重

要
テ
ー
マ
、
伝
統
的
な
叙
述
方
法
の
微
妙
な
結
合
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
可

愛
的
仇
人
』
や
『
霊
肉
之
道
』
の
描
写
よ
り
理
解
で
き
よ
う
。
一
九
二
〇

年
代
よ
り
、『
台
湾
民
報
』
や
『
台
湾
新
民
報
』
そ
し
て
若
干
の
台
湾
新

文
学
者
や
新
文
化
人
が
積
極
的
に
展
開
し
た
自
由
恋
愛
の
啓
蒙
的
論
述
や
、

一
九
三
〇
年
代
台
湾
社
会
の
モ
ダ
ン
な
ム
ー
ド
、
台
湾
文
学
界
の
「
大
衆

文
芸
」、
郷
土
文
学
、
台
湾
話
文
運
動
の
文
芸
思
潮
な
ど
が
、
何
が
し
か

期
で
は
さ
ら
に
各
新
聞
及
び
『
風
月
報
』
詩
壇
へ
の
批
判
を
掲
載
、
旧
体

詩
の
多
く
は
風
流
に
溺
れ
、
正
義
の
称
揚
に
没
頭
し
た
も
の
と
し
て
、
生

活
に
根
ざ
す
小
品
文
を
強
く
提
唱
し
た（

36
）。

　

以
上
の
事
実
は
大
変
意
味
深
長
で
あ
る
。『
風
月
報
』
編
集
顧
問
を
担

当
し
た
後
の
徐
坤
泉
は
、
旧
派
の
出
版
物
や
『
風
月
報
』
詩
壇
に
不
満
が

あ
っ
た
が
（
こ
の
不
満
は
実
際
に
は
旧
派
主
幹
の
謝
雪
漁
に
向
け
た
も
の

で
あ
っ
た
）、
上
述
の
よ
う
に
、『
風
月
報
』
の
編
集
担
当
と
な
れ
た
所
以

こ
そ
謝
雪
漁
の
要
請
と
許
可
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
台
湾
新
民
報
』

の
漢
文
白
話
小
説
を
『
風
月
報
』
に
て
発
表
し
た
こ
と
は
、
純
／
俗
新
聞

の
「
場
」
あ
る
い
は
文
学
の
系
統
間
の
相
互
作
用
や
交
錯
、
結
合
に
役
立

っ
た
も
の
の
、
結
局
は
新
／
旧
二
種
の
文
学
系
統
の
違
い
の
た
め
に
相
互

排
斥
的
な
緊
張
関
係
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
さ
ら

に
興
味
深
い
の
は
、
当
初
旧
派
に
属
し
た
謝
雪
漁
は
な
ぜ
、
新
派
の
徐
坤

泉
及
び
そ
の
作
品
が
『
風
月
報
』
と
い
う
「
場
」
に
入
っ
て
く
る
こ
と
に

反
対
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
徐
坤
泉
の
テ
ク
ス
ト
の
ど
こ
に
謝
雪
漁
は
興
味
を
感
じ
、
共

鳴
す
ら
覚
え
た
の
か
？

三
〇
年
代
の
作
家
に
は
旧
派
／
新
派
の
別
が
ま

だ
存
在
し
た
の
で
、
謝
雪
漁
は
文
語
／
白
話
と
い
う
言
語
区
分
の
外
部
で
、

受
け
入
れ
可
能
な
空
間
を
見
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
林
献
堂
や
羅
秀

恵
、
曹
秋
圃
な
ど
『
可
愛
的
仇
人
』
の
序
や
題
を
書
い
た
旧
派
の
人
物
は
、

徐
坤
泉
の
小
説
に
少
な
か
ら
ぬ
旧
派
人
士
が
必
然
的
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
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現
地
の
妓
女
や
女
給
の
ま
ま
な
ら
ぬ
運
命
へ
の
関
心
に
転
向
し
て
い
き
、

し
か
も
自
由
恋
愛
や
男
女
双
方
の
貞
操
の
問
題
に
強
い
興
味
を
示
し
出
し

た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
一
九
三
〇
年
九
月
創
刊
号
か
ら
連
載
四
七
回
に
及

ん
だ
恤
紅
生
（
譚
瑞
貞
）
の
小
説
「
蝶
夢
痕
」
は
、
台
湾
の
女
形
の
結
婚

や
恋
愛
、
貞
操
、「
霊
肉
」
の
問
題
に
思
索
を
深
め
て
い
る
。
こ
れ
に
借

り
て
筆
者
が
説
明
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
台
湾
現
地
の
視
座
よ
り
出
発
し
、

中
国
あ
る
い
は
西
洋
世
界
よ
り
台
湾
現
地
の
女
性
の
環
境
へ
の
凝
視
に
転

じ
、
そ
し
て
「
霊
肉
」
や
情
愛
へ
の
想
い
を
弁
証
法
的
に
と
ら
え
よ
う
と

す
る
類
の
創
作
傾
向
は
、
徐
坤
泉
の
作
品
が
現
れ
る
前
の
台
湾
文
言
／
通

俗
小
説
の
「
場
」
に
お
い
て
ま
さ
に
発
酵
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、

一
旦
徐
坤
泉
が
「
言
情
」
を
小
説
執
筆
の
主
軸
と
し
て
選
び
、
性
と
愛
の

葛
藤
を
重
要
な
技
法
と
し
て
描
い
た
時
、
疑
い
な
く
た
だ
ち
に
、
文
言
／

通
俗
小
説
を
慣
性
的
に
読
む
読
者
の
注
意
を
惹
き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
作
品
の
主
役
は
特
殊
な
身
分
を
持
つ
女
形
や
女
給
で
は

な
く
、
一
般
家
庭
の
平
凡
な
女
性
で
あ
り
、
し
か
も
『
可
愛
的
仇
人
』
で

の
主
役
秋
琴
は
や
は
り
漢
文
教
育
を
受
容
し
、
古
典
詩
歌
を
熱
愛
し
た
女

性
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
旧
派
人
士
に
は
さ
ら
な
る
親
近
性
が
生
ま
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
人
生
の
起
伏
に
富
ん
だ
「
冒
険
」
性
を
描
く
叙
述
法
は
異
域
や

異
空
間
と
接
続
す
る
形
で
、
初
期
の
台
湾
探
偵
推
理
小
説
や
、
帝
国
主
義

に
よ
る
海
外
植
民
地
開
拓
の
話
の
中
に
も
あ
っ
た（

38
）。
そ
の
後
、
日
に
高

の
形
式
や
言
説
、
精
神
を
経
由
し
て
徐
坤
泉
の
名
作
の
中
に
入
り
込
ん
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
、
徐
坤
泉
の
叙
述
の
方
向
性
は
、
旧
派
人
士
を
含
む
衆
人
の

注
目
を
集
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
小
説
の
内
容
と
時
代
の
ム
ー
ド
と
の
緊
密
な
関
連
性
以
外
に
、

徐
坤
泉
の
作
品
と
早
期
台
湾
文
言
小
説
と
の
関
連
性
や
、
一
九
三
〇
年
代

台
湾
文
言
／
通
俗
小
説
で
流
行
し
た
テ
ー
マ
と
叙
述
の
趨
勢
と
の
関
連
性

も
ま
た
、
旧
派
人
士
が
受
け
入
れ
た
理
由
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
言
情
」

に
よ
っ
て
「
人
生
」
を
叙
述
す
る
方
法
に
お
い
て
、
一
九
〇
五
年
に
台
湾

本
土
文
言
／
通
俗
小
説
が
出
現
し
て
以
降
、「
言
情
」
は
重
要
な
類
型
と

し
て
謝
雪
漁
や
李
逸
濤
（
一
八
七
六
―
一
九
二
一
）、
白
玉
簪
（
？
―
一

九
一
八
）
ら
が
そ
れ
に
着
手
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
至
っ
て
も
、『
台
湾

日
日
新
報
』
や
『
台
南
新
報
』、『
昭
和
新
報
』、『
新
高
新
報
』、『
孔
教

報
』、『
三
六
九
小
報
』、『
風
月
』、『
風
月
報
』
な
ど
を
含
む
多
く
の
新
聞

で
「
言
情
」
作
品
を
依
然
目
に
し
え
た
。
そ
れ
で
は
、
謝
雪
漁
に
評
価
さ

れ
た
徐
坤
泉
の
『
可
愛
的
仇
人
』
や
『
霊
肉
之
道
』
と
、
そ
れ
ま
で
の
台

湾
「
言
情
」
文
言
／
通
俗
小
説
と
で
は
い
か
な
る
違
い
が
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
？

　

も
し
も
徐
坤
泉
の
発
表
時
期
が
割
合
接
近
し
た
『
三
六
九
小
報
』
よ
り

見
れ
ば
、
そ
の
中
の
「
言
情
」
作
品
は
非
常
に
豊
富
で（

37
）、
し
か
も
一
部

分
の
創
作
は
、
中
国
伝
統
の
才
子
佳
人
の
出
会
い
、
恋
愛
、
結
合
あ
る
い

は
別
離
な
ど
の
物
語
に
偏
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
徐
々
に
、
台
湾
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四
〇
年
代
初
期
に
完
成
さ
せ
た
『
鯤
島
逸
史
』
の
序
に
「
現
代
の
小
説
は

通
観
す
る
に
、『
言
情
』
で
な
け
れ
ば
『
冒
険
』
で
あ
り
、
さ
も
な
く
ば

宣
伝
や
迷
信
の
類
に
属
す
る
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
四
〇
年
代

初
期
に
な
っ
て
も
当
時
の
小
説
の
読
者
や
創
作
者
は
「
言
情
」
や
「
冒

険
」、
奇
妙
な
物
語
を
極
め
て
好
ん
で
い
た
。
つ
ま
り
、
三
〇
年
代
中
期

に
徐
坤
泉
が
「
言
情
」
や
「
冒
険
」
か
ら
会
得
し
て
い
っ
た
創
作
テ
ク
ニ

ッ
ク
は
実
の
と
こ
ろ
、
旧
派
人
士
の
読
書
上
の
趣
味
を
非
常
に
正
確
に
お

さ
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、「
言
情
」
と
「
冒
険
」

の
ほ
か
に
徐
坤
泉
が
最
も
激
賞
を
受
け
た
『
可
愛
的
仇
人
』
は
苦
悩
が
全

篇
通
し
て
顕
わ
な
ム
ー
ド
の
中
、
主
人
公
の
男
性
志
中
に
仮
面
男
の
役
割

が
あ
て
が
わ
れ
、
毎
晩
黒
い
影
と
な
っ
て
出
現
し
、
秋
琴
の
経
済
的
困
難

を
度
々
救
い
、
現
場
に
奇
妙
な
手
紙
を
一
通
残
す
の
だ
が
、
こ
う
し
て
小

説
に
幾
許
か
の
緊
張
と
不
安
が
つ
け
加
え
ら
れ
、
最
終
的
に
は
物
語
の
展

開
と
登
場
人
物
に
よ
る
推
理
と
判
断
に
し
た
が
い
、
と
う
と
う
双
方
の
子

女
が
志
中
と
秋
琴
と
の
関
係
に
気
づ
い
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
物
語
展

開
の
か
か
る
デ
ザ
イ
ン
は
当
時
人
気
を
博
し
て
い
た
探
偵
小
説
の
書
き
方

を
明
ら
か
に
真
似
て
い
る
が
、
そ
の
実
、「
探
偵
・
推
理
」
と
い
う
、
読

書
を
よ
り
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
吸
引
力
に
す
ぐ
れ
た
妙
法
は
、
長

き
に
わ
た
り
、
文
言
／
通
俗
小
説
の
中
に
も
よ
く
見
ら
れ
た
創
作
傾
向
で

あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
徐
坤
泉
も
こ
れ
を
踏
襲
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
一
九
三
〇
年
代
台
湾
漢
文
通
俗
小
説
の
「
場
」

ま
る
旅
行
人
気
と
個
人
主
義
へ
の
強
調
に
よ
っ
て
、
冒
険
精
神
は
さ
ら
に

激
賞
推
進
さ
れ
、
海
洋
で
の
漂
流
や
孤
島
で
の
生
活
、
各
地
へ
の
グ
ラ
ン

ド
ツ
ア
ー
〔
原
文

：

壮
遊
〕
と
い
っ
た
ス
リ
ル
溢
れ
る
冒
険
物
語
が
大
正

時
代
以
降
、
各
種
通
俗
小
説
の
中
に
頻
り
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
通

俗
小
説
は
、
娯
楽
性
を
強
め
審
美
趣
味
を
刺
激
す
る
た
め
の
絶
妙
な
叙
事

法
へ
と
知
ら
ぬ
間
に
な
っ
て
い
っ
た
。
同
時
代
の
人
が
頗
る
愛
好
し
た
の

も
そ
れ
ゆ
え
で
あ
る
。
徐
坤
泉
の
小
説
で
も
、
主
人
公
が
台
湾
に
行
く
こ

と
が
よ
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
以
外
に
、
た
と
え
ば
留
学
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
新

婚
旅
行
、
失
恋
の
慰
め
な
ど
様
々
な
目
的
で
上
海
や
福
建
、
東
京
、
南
洋
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
世
界
各
地
に
向
か
っ
た
り
、
さ
ら
に
は
『
霊
肉
之

道
』
の
国
魂
の
よ
う
に
海
上
の
孤
島
に
漂
流
し
た
り
と
、
冒
険
の
驚
き
が

文
中
に
溢
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
く
わ
え
て
徐
坤
泉
は
、
初
期
の
文
言
／

通
俗
小
説
の
冒
険
物
語
に
頻
出
し
た
虚
構
の
空
間
と
は
異
な
る
実
在
の
空

間
を
描
き
、
さ
ら
に
は
地
理
上
の
冒
険
が
日
常
社
会
の
人
間
性
の
冒
険
に

転
ず
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
波
乱
に
溢
れ
た
物
語
は
冒
険
物
語
に

慣
れ
た
旧
文
人
に
と
っ
て
も
、
ひ
と
た
び
読
め
ば
親
近
感
を
覚
え
さ
せ
、

読
書
熱
を
誘
い
や
す
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
徐
坤
泉
の
「
言
情
」
や
「
冒
険
」
の
叙
述
の
方
向
性
に
つ
き
指

摘
し
て
き
た
が
、
そ
の
実
こ
れ
は
、
明
治
以
来
の
台
湾
文
言
／
通
俗
小
説

の
創
作
方
向
と
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
の
両
者
は
文
言
／
通
俗
小

説
に
お
い
て
見
慣
れ
た
テ
ー
マ
や
モ
デ
ル
で
も
あ
っ
た
。
鄭
坤
五
が
一
九
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つ
い
て
、
さ
ら
に
は
小
説
の
複
数
の
系
統
間
の
相
互
交
渉
や
意
思
疎
通
、

転
進
の
様
子
に
つ
き
、
動
態
的
に
観
察
し
た
。

泉
の
台
湾
文
学
史
上
で
の
重
要
な
役
割
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
そ
の
人

物
や
作
品
か
ら
台
湾
漢
文
通
俗
小
説
の
「
場
」
が
持
つ
複
雑
な
も
つ
れ
に

別
な
人
物
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
漢
文
小
説
が
日
本
語
訳
さ

れ
た
と
か
、
映
像
化
さ
れ
た
と
か
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
売
れ
行
き
が

実
際
に
良
か
っ
た
た
め
注
目
を
集
め
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
徐
坤
泉

は
純
／
俗
、
文
言
／
白
話
、
新
／
旧
と
い
っ
た
文
学
の
系
統
の
間
を
漂
い
、

「
不
文
、
不
語
、
不
白
」
の
叙
述
戦
略
を
と
っ
た
。
筆
者
は
こ
れ
に
好
奇

心
を
覚
え
る
。
こ
の
た
め
本
文
は
、
そ
の
人
物
と
作
品
の
価
値
を
ト
ー
タ

ル
に
理
解
す
る
た
め
に
、
細
か
い
テ
ク
ス
ト
分
析
を
研
究
方
法
と
し
て
は

採
用
し
な
か
っ
た
。
逆
に
試
み
た
の
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
台
湾
漢
文
通

俗
小
説
の
「
場
」
の
中
に
徐
坤
泉
を
置
き
、
補
任
は
大
衆
化
小
説
を
本
来

執
筆
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
に
、
後
人
の
眼
中
に
は
大
衆
小
説
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
点
に
つ
い
て
原
因
分
析
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
徐
坤

泉
が
『
台
湾
新
民
報
』
か
ら
『
風
月
報
』
に
転
身
し
た
こ
と
で
生
ま
れ
た

文
学
的
交
錯
現
象
や
、
そ
こ
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
た
小
説
の
「
場
」
の
変

化
を
観
察
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
文
中
で
は
、
そ
れ
ま
で
の

台
湾
文
言
／
通
俗
小
説
で
見
慣
れ
た
「
言
情
」
や
「
冒
険
」
な
い
し
「
探

偵
」
と
い
っ
た
叙
事
技
法
を
徐
坤
泉
が
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
を
変
化
さ
せ
た

こ
と
に
つ
い
て
も
分
析
し
た
。
徐
坤
泉
の
作
品
に
は
、
新
文
学
と
の
関
連

性
以
外
に
、
文
言
／
通
俗
小
説
の
書
写
伝
統
か
ら
吸
収
し
た
と
こ
ろ
も
多

い
。
そ
れ
ゆ
え
に
あ
る
意
味
で
は
徐
坤
泉
に
お
い
て
、
台
湾
文
言
／
通
俗

小
説
と
白
話
通
俗
小
説
と
の
間
の
連
続
性
と
非
断
続
性
と
い
う
意
義
が
は

っ
き
り
と
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
本
文
で
の
分
析
を
通
じ
、
徐
坤

と
そ
れ
に
先
ん
じ
た
文
言
／
通
俗
小
説
の
流
行
を
説
明
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
徐
坤
泉
な
る
新
人
が
一
躍
人
気
を
博
し
え
た
こ
と
と
、「
暗
礁
」
後

の
作
品
「
可
愛
的
仇
人
」
の
驚
く
べ
き
業
績
が
理
解
可
能
と
な
る
。
そ
こ

に
あ
っ
た
原
因
と
し
て
は
も
と
よ
り
、
徐
坤
泉
に
は
、「
言
情
」
や
「
冒

険
」、「
探
偵
」
と
い
っ
た
創
作
上
の
不
思
議
な
要
素
や
特
殊
な
法
則
を
発

見
し
う
る
自
覚
的
な
創
造
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
大

衆
の
好
み
に
合
っ
た
結
果
、
人
気
を
集
め
た
も
の
の
、
実
は
従
来
の
文
言

／
通
俗
小
説
の
流
れ
に
お
い
て
流
行
中
で
あ
っ
た
「
言
情
」
や
「
冒
険
」、

「
探
偵
」
と
い
う
技
法
の
継
承
と
集
大
成
を
行
っ
た
叙
述
に
過
ぎ
ず
、
だ

か
ら
こ
そ
旧
式
小
説
を
偏
愛
す
る
多
く
の
旧
派
人
士
の
好
む
と
こ
ろ
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
徐
坤
泉
は
新
文
学
と
白
話
小
説
が
と
も
に
重
ん
じ
た
社

会
写
実
主
義
の
方
法
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
台
湾
の
封
建
社
会
の
問
題
に

焦
点
を
集
め
る
こ
と
に
全
力
を
注
ぎ
、
郷
土
の
言
語
で
そ
れ
を
表
現
し
た
。

そ
の
と
き
、
そ
の
作
品
が
引
き
寄
せ
た
関
心
と
魅
力
は
自
然
に
、
純
／
俗
、

文
語
／
白
話
、
新
／
旧
と
い
っ
た
流
れ
の
な
か
の
読
者
群
を
も
同
時
に
吸

い
寄
せ
、
徐
坤
泉
は
真
の
意
味
で
の
大
衆
小
説
家
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

五
　
む
す
び

　

日
本
統
治
時
代
の
台
湾
小
説
史
を
振
り
返
る
に
、
徐
坤
泉
は
極
め
て
特
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つ
い
て
、
さ
ら
に
は
小
説
の
複
数
の
系
統
間
の
相
互
交
渉
や
意
思
疎
通
、

転
進
の
様
子
に
つ
き
、
動
態
的
に
観
察
し
た
。

泉
の
台
湾
文
学
史
上
で
の
重
要
な
役
割
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
そ
の
人

物
や
作
品
か
ら
台
湾
漢
文
通
俗
小
説
の
「
場
」
が
持
つ
複
雑
な
も
つ
れ
に

（
1
）
呉
舜
鈞
『
徐
坤
泉
研
究
』（
東
海
大
學
歴
史
所
碩
士

論
文
、
台
中
、
一
九
九
四
年
七
月
）。
高
啓
進
「
澎

湖
望
安
小
説
家

―
徐
坤
泉
（
一
九
〇
七
―
一
九
五

四
）」（『
澎
湖
研
究
學
術
研
討
會
論
文
輯

：

第
一
屆
』

澎
湖
縣
文
化
局
、
馬
公
、
二
〇
〇
二
年
）、
一
八
六

―
二
〇
七
頁
。

（
2
）
下
村
作
次
郎
、
黄
英
哲
「
戰
前
大
衆
文
學
初
探
（
一

九
二
七
年
―
一
九
四
七
年
）」（『
文
藝
理
論
與
通
俗

文
化
』、
中
研
院
文
哲
所
籌
備
處
、
南
港
、
一
九
九

九
年
一
二
月
）、
二
四
〇
頁
。

（
3
）
李
進
益
「
日
據
時
期
長
篇
通
俗
小
説
的
創
作
及
主
題

探
究

―
以
徐
坤
泉
、
呉
漫
沙
作
品
為
主
」（『
第
三

屆
通
俗
文
學
與
雅
正
文
學
全
國
學
術
研
討
會
』、
新

文
豐
出
版
公
司
、
台
北
、
二
〇
〇
二
年
）、
二
九
―

四
五
頁
。
林
芳
玫
「
臺
灣
三
〇
年
代
大
衆
婚
戀
小
説

的
啓
蒙
論
述
與
華
語
敘
事

：

以
徐
坤
泉
、
呉
漫
沙
為

例
」（『
台
北
大
學
中
文
學
報
』
第
七
期
、
二
〇
〇
九

年
九
月
）、
二
九
―
六
六
頁
。

（
4
）
陳
薏
如
「
在
菁
英
與
大
衆
之
間

―
論
徐
坤
泉
《
可

愛
的
仇
人
》
的
革
新
意
識
及
其
通
俗
呈
現
」（『
育
達

人
文
社
會
學
報
』
創
刊
號
、
二
〇
〇
四
年
七
月
）、

二
四
五
―
二
五
六
頁
。
李
友
煌
「
迎
合
、
抗
拒
與
對

話
：

參
差
的
現
代
性

―
徐
坤
泉
《
可
愛
的
仇
人
》

透
露
的
時
代
性
意
義
」（『
高
市
文
獻
』
二
〇

：

四
、

高
雄
市
文
獻
委
員
會
、
高
雄
、
二
〇
〇
七
年
一
二

月
）、
一
三
七
―
一
七
九
頁
。
藍
士
博
「「
殖
民
傳
統

性
」
的
進
歩
展
現

―
徐
坤
泉
作
品
與
日
治
時
期
台

灣
社
會
」（『
臺
灣
文
學
評
論
』
一
〇

：

二
、
二
〇
一

〇
年
四
月
）、
八
二
―
一
〇
七
頁
。
徐
意
裁
「
現
代

文
明
的
交
混
性
格

―
徐
坤
泉
及
其
小
説
研
究
」

（
成
功
大
學
碩
士
論
文
、
台
南
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
5
）
張
良
澤
「
徐
坤
泉
（
阿
Ｑ
之
弟
）
作
品
目
録
」（『
臺

灣
學
術
研
究
會
誌
』
第
二
期
、
一
九
八
七
年
一
一

月
）、
一
二
五
―
一
四
二
頁
。
野
間
信
幸
「
關
於
張

文
環
翻
譯
的
《
可
愛
的
仇
人
》」（『
張
文
環
全
集
』、

台
中
縣
立
文
化
中
心
、
豐
原
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）。

張
文
薰
「『
可
愛
的
仇
人
』
と
張
文
環
」（『
天
理
台

湾
学
会
年
報
』
第
一
二
号
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）。

柳
書
琴
「
事
變
、
翻
譯
、
殖
民
地
暢
銷
小
説

―
《
可

愛
的
仇
人
》
日
譯
及
其
東
亞
話
語
變
異
」（「
第
八
屆

東
亞
現
代
中
文
文
學
國
際
研
討
會
」
発
表
論
文
、
日

本

：

橫
濱
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
三
―
六
日
）、
ネ

ッ
ト
上
よ
り
引
用
（
二
〇
一
二
年
二
月
一
二
日
検

索
）。

（
6
）
柳
書
琴
前
掲
論
文
、
四
頁
。

（
7
）
高
芳
郎
「
徐
坤
泉
與
黄
得
時
」（『
日
治
時
期
台
灣
文

藝
評
論
集
』（
雜
誌
篇
）
第
四
冊
、
國
家
台
灣
文
學

館
籌
備
處
、
台
南
、
二
〇
〇
六
年
）、
二
八
五
頁
。

（
8
）
徐
坤
泉
『
暗
礁
・
自
序
』（
文
帥
出
版
社
、
台
北
、

一
九
八
八
年
）、
五
頁
。

（
9
）『
風
月
報
』
第
四
八
號
（
一
九
三
七
年
九
月
二
一
日
）、

一
頁
。

（
10
）
阿
Ｑ
之
弟
「
筆
者
的
話
」（《
風
月
報
》
第
五
〇
號
、

一
九
三
七
年
一
〇
月
六
日
）、
三
〇
頁
。

（
11
）『
風
月
報
』
第
四
八
號
（
一
九
三
七
年
九
月
二
一
日
）、

一
頁
。

（
12
）
高
芳
郎
前
掲
論
文
、
二
八
五
―
二
八
六
頁
。

（
13
）
一
剛
「
徐
坤
泉
先
生
去
世
」（『
台
北
文
物
』
三：

二
、

一
九
五
四
年
八
月
二
〇
日
）、
一
三
六
頁
。

（
14
）
黄
得
時
「
日
治
時
代
台
灣
的
報
紙
副
刊

―
一
個
主

註
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編
者
的
回
憶
」（『
文
訊
』
二
一
期
、
一
九
八
五
年
一

二
月
）、
六
〇
頁
。

（
15
）
林
衡
道
「
徐
坤
泉
其
人
其
事
」（『
臺
灣
風
情
』、
聯

經
出
版
公
司
、
台
北
、
一
九
九
六
年
）、
五
二
頁
。

（
16
）
下
村
作
次
郎
・
黄
英
哲
「
戰
前
大
衆
文
學
初
探
（
一

九
二
七
年
―
一
九
四
七
年
）」、
二
四
〇
頁
。

（
17
）
柳
書
琴
前
掲
論
文
、
五
頁
。

（
18
）
以
下
参
照
。
阿
Ｑ
之
弟
『
可
愛
的
仇
人
』（
臺
灣
新

民
報
社
、
台
北
、
一
九
三
五
年
）。
曹
秋
圃
の
序
に

は
も
と
も
と
点
は
な
く
、
本
文
中
の
点
は
筆
者
が
加

え
た
。

（
19
）
以
上
の
題
辞
や
序
は
阿
Ｑ
之
弟
『
可
愛
的
仇
人
』
新

版
（
前
衛
出
版
社
、
台
北
、
一
九
九
八
年
）
に
は
未

収
。

（
20
）
丁
誦
清
「
序
」（『
可
愛
的
仇
人
』、
前
衛
出
版
社
、

台
北
、
一
九
九
八
年
）、
一
三
―
一
四
頁
。

（
21
）
徐
坤
泉
自
序
に
関
連
し
た
記
述
は
以
下
参
照
。
阿
Ｑ

之
弟
『
可
愛
的
仇
人
・
自
序
』（
前
衛
出
版
社
、
台

北
、
一
九
九
八
年
）、
二
〇
頁
。

（
22
）
本
文
の
テ
ー
マ
と
研
究
の
主
旨
に
つ
い
て
だ
が
、
徐

坤
泉
を
日
本
統
治
期
台
湾
の
通
俗
小
説
史
の
文
脈
と

そ
れ
に
関
連
し
た
言
語
環
境
や
創
作
の
「
場
」
に
置

い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
筆
者
は
「
通

俗
小
説
」
と
い
う
語
を
使
用
し
た
が
、
こ
れ
は
そ
の

実
、
後
の
研
究
に
て
用
い
ら
れ
た
呼
称
で
あ
る
。
も

と
も
と
日
本
統
治
期
の
高
芳
郎
（
？
―
？
）
は
「
大

衆
小
説
」
な
る
語
で
徐
坤
泉
の
作
品
を
呼
び
、
一
九

九
〇
年
代
に
黄
英
哲
と
下
村
作
次
郎
が
、
徐
坤
泉
の

小
説
を
復
刻
出
版
し
よ
う
と
企
画
し
た
と
き
も
こ
の

呼
称
を
用
い
、
日
本
文
学
の
文
脈
に
従
い
解
説
を
行

っ
た
。
し
か
し
、
中
島
利
郎
は
、
日
本
統
治
期
の
台

湾
に
実
は
大
衆
読
者
市
場
な
ど
全
く
な
く
、
そ
れ
で

は
日
本
で
の
意
味
と
一
致
し
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

筆
者
と
し
て
は
、
台
湾
で
は
日
本
統
治
初
期
か
ら
、

文
言
か
ら
白
話
ま
で
の
通
俗
的
小
説
の
作
品
は
創
作

上
の
類
型
に
せ
よ
、
叙
述
法
に
せ
よ
、
中
国
の
通
俗

小
説
と
近
似
し
て
い
る
も
の
の
ほ
う
が
実
際
に
は
多

い
こ
と
か
ら
、
本
論
考
で
は
日
本
文
学
の
色
彩
を
帯

び
た
「
大
衆
小
説
」
の
用
法
を
最
終
的
に
は
放
棄
し
、

「
通
俗
小
説
」
の
呼
称
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

し
か
し
、
本
文
の
中
で
、
高
芳
郎
な
ど
の
言
い
方
を

引
用
す
る
が
ゆ
え
に
、
時
に
「
大
衆
小
説
」
を
持
ち

出
し
た
り
も
し
た
。
こ
れ
は
論
述
に
お
い
て
必
要
な

こ
と
で
あ
っ
た
。

（
23
）
雞
籠
生
「
畫
者
的
話
」（『
可
愛
的
仇
人
』、
前
衛
出

版
社
、
台
北
、
一
九
九
八
年
）、
二
四
頁
。

（
24
）
こ
れ
か
ら
分
か
る
の
は
、
徐
坤
泉
が
言
う
「
大
衆
」

と
は
、
様
々
な
年
齢
層
の
グ
ル
ー
プ
を
指
し
て
お
り
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
階
級
差
を
持
っ
た
大
衆
階
層
を
含

む
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ

は
、
一
九
三
〇
年
代
台
湾
の
新
文
学
運
動
が
偏
重
し

た
「
左
翼
郷
土
大
衆
」
と
は
異
な
る
。

（
25
）「
暗
礁
」
の
文
体
上
の
実
践
に
関
す
る
情
景
へ
の
理

解
に
つ
い
て
は
、
九
、
一
四
、
二
五
、
四
三
、
五
三
、

六
二
、
六
三
、
六
四
、
六
五
、
六
六
頁
な
ど
が
参
考

に
な
る
。

（
26
）
阿
Ｑ
之
弟
『
靈
肉
之
道
・
自
序
』（
前
衛
出
版
社
、

台
北
、
一
九
九
八
年
）、
一
三
―
一
四
頁
。

（
27
）
同
上
注
、
一
四
―
一
五
頁
。

（
28
）
阿
Ｑ
之
弟
「
筆
者
的
話
」（『
風
月
報
』
第
五
〇
期
、

一
九
三
七
年
一
〇
月
一
六
日
）、
三
〇
頁
。

（
29
）
徐
益
裁
「
現
代
文
明
的
交
混
性
格

―
徐
坤
泉
及
其

小
説
研
究
」、
二
七
頁
。

（
30
）
林
克
夫
「
清
算
過
去
的
誤
謬

―
確
立
大
衆
化
的
根

本
問
題
」（『
臺
灣
文
藝
』
第
二
巻
第
一
號
、
一
九
三

四
年
一
二
月
一
八
日
）、
一
八
頁
。

（
31
）『
風
月
報
』
第
五
〇
期
（
一
九
三
七
年
一
〇
月
一
六

日
）、
頁
数
な
し
。

（
32
）『
風
月
報
』
第
四
八
號
（
一
九
三
七
年
九
月
二
一
日
）、

一
頁
。

（
33
）『
風
月
報
』
第
五
〇
期
（
一
九
三
七
年
一
〇
月
一
六

日
）、
頁
数
な
し
。

（
34
）
徐
坤
泉
が
「
臺
灣
的
藝
術
界
為
何
不
能
向
上
」
で
述

べ
て
い
る
意
見
か
ら
分
か
る
の
は
、
徐
坤
泉
が
『
風

月
報
』
と
台
湾
新
文
学
運
動
以
来
の
『
台
湾
新
民

報
』
や
『
台
湾
文
芸
聯
盟
』
な
ど
の
刊
行
物
と
を
結

び
つ
け
て
い
た
こ
と
と
、『
風
月
報
』
に
は
台
湾
新

文
学
の
命
脈
へ
と
延
長
接
続
す
る
意
義
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。（『
風
月
報
』
第
五
九
期

（
一
九
三
八
年
三
月
一
日
）、
頁
数
な
し
。）
し
か
し
、

『
風
月
報
』
は
半
月
刊
、『
台
湾
新
民
報
』
は
日
刊
、

一
九
三
七
年
の
漢
文
欄
廃
止
に
よ
っ
て
漢
文
白
話
小

説
が
『
台
湾
新
民
報
』
か
ら
『
風
月
報
』
に
展
開
し

て
い
く
契
機
を
徐
坤
泉
の
身
に
も
た
ら
し
た
が
、
結

局
日
刊
と
半
月
刊
の
別
の
た
め
に
二
つ
の
小
説
創
作

環
境
に
は
依
然
と
し
て
差
が
存
在
し
た
。

（
35
）
老
徐
「
巻
頭
語
」（『
風
月
報
』
第
五
〇
期
、
一
九
三

七
年
一
〇
月
一
六
日
）、
頁
数
な
し
。

（
36
）
老
徐
「
巻
頭
語
」（『
風
月
報
』
第
六
〇
期
、
一
九
三

八
年
三
月
一
五
日
）、
頁
数
な
し
。
し
か
し
、
事
実
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が
証
明
す
る
よ
う
に
、
謝
雪
漁
が
主
宰
し
た
詩
壇
が

始
終
存
在
し
て
い
た
の
で
、
徐
坤
泉
は
『
風
月
報
』

の
旧
派
勢
力
を
根
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
37
）
曾
婉
君
が
『
三
六
九
小
報
』
掲
載
の
通
俗
小
説
を
統

計
し
た
と
こ
ろ
、
合
計
四
六
九
篇
の
作
品
中
、「
言

情
」
も
の
は
四
八
篇
あ
り
、
社
会
も
の
二
六
九
篇
、

「
神
怪
」
も
の
八
六
篇
に
次
ぐ
多
さ
だ
っ
た
。
し
か

し
、
曾
婉
君
自
ら
の
分
類
は
狭
義
の
定
義
を
採
用
し

て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
言
情
」
小
説
に
は
男
女
の
情

愛
に
関
わ
る
も
の
だ
け
が
収
め
ら
れ
、
家
庭
や
社
会

の
現
象
や
問
題
に
つ
い
て
は
全
て
社
会
小
説
に
入
れ

ら
れ
た
。
こ
の
二
種
類
の
内
容
は
し
ば
し
ば
競
合
す

る
た
め
、
も
し
も
当
時
の
女
性
の
恋
愛
や
結
婚
の
情

況
を
研
究
し
た
け
れ
ば
、
こ
の
両
者
を
合
わ
せ
見
る

べ
き
だ
と
最
後
に
指
摘
し
て
お
く
。
以
下
参
照
。

「《
三
六
九
小
報
》
通
俗
小
説
中
的
女
性
形
象

―
文

學
敘
事
與
文
化
視
域
的
探
討
」（
政
治
大
學
國
文
教

學
碩
士
論
文
、
台
北
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）、
一
二

頁
。

（
38
）
台
湾
文
言
／
通
俗
小
説
に
お
い
て
は
、「
冒
険
小
説
」

と
い
う
類
型
も
出
現
し
た
。
詳
細
は
以
下
論
文
参
照
。

梁
鈞
筌
「「
新
世
界
」
話
語
及
其
想
像
研
究

―
以

《
臺
灣
日
日
新
報
》
中
的
漢
詩
文
為
探
討
核
心
」（
第

三
章
「
冒
險
、
異
域
與
新
空
間
的
再
現
」、
中
正
大

學
臺
文
所
碩
士
論
文
、
嘉
義
、
二
〇
一
一
年
）、
六

三
―
一
〇
〇
頁
。


